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令和５年度 公益財団法人かごしま教育文化振興財団 事業報告書

Ⅰ 概 要

当財団は、かごしま近代文学館、かごしまメルヘン館、鹿児島市立科学館、鹿児島市立

ふるさと考古歴史館、鹿児島市民文化ホール及び谷山サザンホールの指定管理者として、

より効果的、効率的な管理運営を行うとともに、これまでの実績や経験を生かしながら文

学、科学及び芸術文化等に関する多様な企画・事業を展開し、鹿児島市の教育、芸術文化

及び生涯学習の振興に努めました。

また、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行を踏まえ、縮小していた定員を徐々

に増員するなど館運営及びイベントの開催を感染症発生以前に近づけました。

そして、より親しめる館づくりのために、アンケート等を実施し広く利用者の要望・意

見を伺いながら市民サービスの向上に努めたほか、学校や旅行代理店等への訪問やチラシ

等の配布、報道機関への情報提供など広報宣伝に努めました。

Ⅱ 事業活動の状況

１ かごしま近代文学館

常設展示の充実や企画展、各種講座及びイベント等を積極的に行い、鹿児島ゆかりの作

家を中心に、資料の展示や作品の紹介を通して、文学の振興と普及に努めました。

特別企画展「没後 年 さまよえる有島武郎展」では、常設展示作家・有島武郎の人生

を、豊富な資料で紹介するとともに関連イベントを開催しました。また、企画展「向田邦

子のはじまり～ライフワークとなった「だいこんの花」～」、「没後 年 山口誓子展～伝

統の中から新しい俳句を～」を開催し、鹿児島にゆかりのある作家や作品の魅力について、

市内外に情報発信しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地（駐車場を含む。）、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理

を適切に行いました。

② 常設展示

常設展示室各コーナーの展示資料を入れ替え、再来館者にも新たな視点で文学への興味

関心を深めていただけるように努めました。
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ア 鹿児島ゆかりの作家たち（導入展示）

節目の年を迎えた常設展示作家を中心に、相応しいテーマを設けて紹介しました。

期間 テーマ 展示資料

～ 生誕 年 林芙美子
林芙美子 原稿「清貧の書」、図書『蒼馬を見

たり』、図書『晩菊』

～
没後 年 有島武郎と

弟たち

有島生馬 原稿「滞欧画帖の刊行にあたっ

て」、里見弴 図書『安城家の兄弟』、雑誌「白

樺」第 巻第 号（復刻版）

～ 生誕 年 平林彪吾

平林彪吾 図書『月のある庭』、雑誌「文藝」

昭和 年 月号（「輸血協会」掲載）、雑

誌「文藝」昭和 年 月号 「焼酎村」掲載）

～ ○○の秋

夏目漱石 図書『三四郎』（復刻版）、向田邦

子 複製原稿「おひろめ」、「ままや」お品書

き、杉田久女 スケッチ「花瓶のダリア」

～ 文学者たちへの年賀状

北原白秋 萬造寺齊宛て年賀状、江戸川乱歩

梅崎春生宛て年賀状、浜田到 黒田三郎宛て

年賀状

～ 没後 年 古木鐵太郎
古木鐵太郎 図書『現代作家印象記』、複製原

稿「紅いノート」、複製短冊「心は直き一つ心」

イ ゆかりの作家たちの情熱（５人の作家）

５人の作家について、パネル及び資料の一部の入替えを行いました。

時期 作家 展示資料 新規展示数

１月

海音寺潮五郎

大色紙「わが前に桜島あり西郷も大久保も見し

火を噴く山ぞ」、自筆ノート「西郷文書口語訳」、

装丁画『江戸開城』、遺品 蓋付湯吞 等

点

林芙美子
葉書 中川與一宛て、絵葉書 木内高音宛て、図

書『コミック版放浪記』 等
点

椋鳩十

色紙「蜩や松の林の夕やけて」、新聞切抜「小さ

い命」（「西日本新聞」昭和 年 月 日）、絵

本『大造じいさんとガン』 等

点

梅崎春生

複製原稿「桜島」、遺品 カメラ、原稿「ボロ家

の春秋」、葉書 直木賞受賞祝賀会案内状、図書

『 』 等

点

島尾敏雄

絵葉書 家族あて（昭和 年 月～ 月）、日

記「アメリカ招待旅行日記」、遺品 ヤスナ・グ

ラ修道院の模型、イコン「黒い聖母」 等

点

ウ 向田邦子の世界

２月に「向田邦子の世界」コーナーの資料及びパネルの入替えを行いました。

展示資料 展示数

原稿「楠」、雑誌「映画ストーリー」昭和 年 月号、原稿「伽俚伽」、宮

川寅雄画「マミオ伯爵を抱く向田邦子女士」、台本「寺内貫太郎一家」、草

稿「四角い帽子」、遺品 ベージュのスーツ、寸胴鍋、勝負服（クリスチャ

ン・ジョス）、直木三十五賞副賞の懐中時計 等

点
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エ 鹿児島文学の群像（ 人の作家）

常設展示の 人の作家の資料の入替えを行いました。

時期 展示資料 新規展示数

５月

有島武郎 封書 津田青楓宛て、山本實彦 名刺、古木鐵太郎 原稿

「春の舗道」、妻木新平 原稿「わが追想 二」、黒田清綱 短冊「樹

陰納涼 松かげは風ばかりかは音すみてこけの下ゆく水もありけ

り」、森園天涙 遺品 帯、山口誓子 短冊「走馬燈船の上にも海を描

く」、福永耕二 色紙「樗には樗の花の朝ぐもり」 等

点

月

里見弴 原稿「『安城家の兄弟』あとがき」、一色次郎 図書『宮本武

蔵』、税所敦子 色紙「梅花何方 若菜つむをとめにとへと廣きのゝ

うめのありかはしらぬなりけり」、篠原鳳作 昭和 年の日記帳（複

製）、藤後左右 短冊「尾を振々年始廻りにゆく鶺鴒」 等

点

３月

有島生馬 書幅「漢國山河在泰陵草樹深暮雲千里色無虎不傷心」、昇

曙夢 図書『留守家族』、黒田三郎 詩稿「梢で木の葉が燃え」、高崎

正風 図書『埋木廼花』、杉田久女 句幅「こもり居の門邊の菊も時

雨さび」、吉井勇 歌幅「岩ありて天つ日ありて波ありて伊豫の二見

はかしこかりけり」、萬造寺齊 遺品 トランク 等

点

オ 本のひろば（特集）

芥川賞・直木賞の受賞作など、最新の出版物の紹介や展示作家の関連本の展示など

を行いました。

時期 テーマ 展示資料

６月 ○○太平記

直木三十五『南国太平記』

谷崎潤一郎『台所太平記』 
海音寺潮五郎『明治太平記』 等 

８月 第 回 芥川賞・直木賞 受賞作品

市川沙央『ハンチバック』

垣根涼介『極楽征夷大将軍』

永井紗耶子『木挽町のあだ討ち』

１月 第 回 芥川賞・直木賞 受賞作品

九段理江『東京都同情塔』

河﨑秋子『ともぐい』

万城目学『八月の御所グラウンド』

カ 本のひろば（ランキングコーナー）

リレー方式で、さまざまな分野で活躍されている方に独自のランキングを作って

いただき、その本をコメント入りで紹介し、展示しました。

期間 テーマ 紹介者

４月～ ６月 知らない何かに出会える本ランキング
川崎ひろとも（鹿児島での

読書会が懐かしい川崎）

７月～ ９月 子どもと楽しむ絵本の世界 関健次郎（団体職員）

月～ 月 ごく個人的な教育カタルシス
堂園春衣（認定こども園錦

ケ丘園長）

１月～ ３月
朗読 Café 主宰者が、独断と偏見で選ぶ

本好きに贈りたい本

梶原末廣（「かごしま朗読

Café」代表）
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キ 本のひろば（今月の一冊）

かごしま近代文学館スタッフによる、お勧めの本を毎月１冊紹介しました。

展示資料

笹公人・短歌、北村みなみ・絵『パラレル

百景』

しおたにまみこ『たまごのはなし』

町田康『リフォームの爆発』

小川糸『ツバキ文具店』

土屋守『シングルモルトウィスキー大全』

麻生知子『なつやすみ』

俵万智『とれたての短歌です。』

ホイットマン・作、飯野友幸・訳『おれに

はアメリカの歌声が聴こえる－草の葉

（抄）』

小風さち・文、山口マオ・絵『わにわに』

シリーズ

小川糸『これだけで、幸せ』

西村亨『自分以外全員他人』

和田博文『星の文学館 銀河も彗星も』

③ ホール（文学ホール、メルヘンホール）使用の許可等の業務

ホールの各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を行いました。

また、ホールの空き状況を館のホームページで公開しました。

区分
貸ホール日数 当館使用日数 総使用日数

稼働率 稼働率 稼働率

文学ホール
日 日 日

メルヘンホール
日 日 日

※文学ホール 人収容 メルヘンホール 人収容

④ モニタリング（メルヘン館と共通）

常設展示や特別企画展の観覧者や、講座、イベント等の参加者にアンケートを実施し

ました。これに基づき、利用者の傾向、要望、意見等を分析、検討し、可能な限り迅速

に対応しました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 特別企画展

「没後 年 さまよえる有島武郎展」

鹿児島出身の父を持ち、代表作「或る女」「生れ出づる悩み」「カインの末裔」など

数々の名作を生みだした作家・有島武郎の人生を豊富な資料で辿りました。また、人気

のオンラインゲーム「文豪とアルケミスト」とのタイアップ企画も実施しました。

展示資料 開催期間 入場者数

有島家家系図、父・武の書「瓜田不容履李下不正冠」、

原稿「慶長武士」、日記帳「観想録」、愛用の聖書、滞

欧中の自筆水彩絵はがき、有島農場金銭出納日記帳、

桜島を描いた手帖、原稿「生れ出づる悩み」、書簡 木

田金次郎宛て、自筆「解放記念碑文案」、書簡 波多野

秋子宛て、遺書 等

点

～

日間
人
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《関連事業》

ア 文学講座

講師 内容 会場 開催日 参加者数

伊藤大介（有島記念館主任

学芸員）

有島武郎がつなぐ北海

道と鹿児島 メルヘン

ホール

人

杉淵洋一（聖学院大学准教

授）

有島武郎『或る女』を

めぐる物語
人

イ 朗読会「有島武郎がたどり着いた場所」

出演 内容 会場 開催日 参加者数

本郷弦（俳優） 「有島農場解放碑文案」「小さき

者へ」「惜みなく愛は奪う」他

ライブラ

リー 人

② 企画展

ア 「向田邦子のはじまり～ライフワークとなった「だいこんの花」～」

向田の脚本家人生のはじまりと、ライフワークとなったテレビドラマ「だいこんの

花」を中心に、向田ドラマの新たな魅力を紹介しました。

展示資料 開催期間 入館者数

台本「だいこんの花」、草稿「だいこんの花」、構想

メモ「カンガルーの反乱」、原稿「びっくり箱」 等

点

～

日間
人

《関連事業》

講演会「阿修羅とミシン－向田邦子のテレビドラマ」

講師 会場 開催日 参加者数

岡室美奈子（早稲田大学文学学術院教授、

早稲田演劇博物館前館長）
文学ホール 人

イ 没後 年 山口誓子展～伝統の中から新しい俳句を～

鹿児島にルーツを持ち、近代俳句に大きな足跡を残した俳人・山口誓子の生涯と作

品を紹介しました。

展示資料 開催期間 入館者数

短冊「流氷や宗谷の門波荒れやまず」、色紙「学問の

さびしさに堪へ炭をつぐ」、句集『凍港』、書幅「七

月の青嶺まぢかく熔鉱炉」、鹿児島旅行へ携帯した句

帖、書簡 野尻抱影 山口誓子あて、共著『星恋』、主

宰誌「天狼」 等

点

～

日間
人

《関連事業》

講演会「山口誓子を知る」
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講師 会場 開催日 参加者数

米田恵子（神戸大学山口誓子記念館、誓

子・波津女俳句俳諧文庫）
メルヘンホール 人

③ 収蔵資料の充実

ア 文学資料の収集・保存

常設展示作家の資料、鹿児島ゆかりの文学作品及び文芸雑誌等の収集を行いまし

た。なお、文学資料等の収集については、かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館

資料収集検討委員会に諮った結果を鹿児島市に報告し、購入・寄贈の手続をとりまし

た。また、資料については、博物・文学等の専門知識を有した学芸員又は司書により、

体系的に整理し収蔵庫に保存しました。

（主な収集資料）

受入区分 作家名 資料名

購入

椋鳩十 葉書 塚原健二郎宛て

森園天涙
短冊「たけやまの吹きゆく風の波がしらうねりさみし

き夕まぐれかも」

山口誓子
色紙幅「碧揚羽通るを時の驕りとす」

色紙「手花火に妹がかひなの照らさるる」 等

寄贈

海音寺潮五郎 遺品 腕時計

向田邦子 原稿「伽俚伽」

島尾敏雄 遺品 コート

福永耕二
色紙「子の幮に妻ゐて妻もうすみどり」

色紙「色鳥やわが靴のいつ磨かれし」

寄託 椋鳩十 原稿「ほうまんの池のカッパ」

イ 収集文学資料の整理

収集した文学資料の装備、データ入力を行いました。

ウ 収蔵資料の修復

作家名 資料名 点数

黒田三郎 詩幅「秋の日の午後三時」 書幅 点

黒田清綱 書簡 黒田清綱宛て 巻紙 点

④ 海音寺潮五郎を顕彰する事業 【財団自主事業】

ア 文学資料の整理・入力等

財団法人海音寺潮五郎記念館（平成 年解散）から寄贈を受けた資料の整理・入力

等を行いました。

《関連事業》

講演会「山口誓子を知る」
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イ 著作権の管理及び活用

財団法人海音寺潮五郎記念館（平成 年解散）から寄付を受けた著作権の管理を行

いました。

ウ 視聴覚資料のデジタルデータ化業務

所蔵資料のビデオテープの一部をデジタルデータ化しました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

ア 小説鑑賞講座「川端康成の初期作品を読む」

川端康成の『伊豆の踊子』をテキストに、作品を読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）

メルヘンホール

又は

文学ホール

６月～３月

各第４木曜日※１

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

６月～３月

各第４金曜日※２

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

※１ ９月、 月、 月、３月は第３木曜日に実施。第９回目（２月）は３月７日に

延期して実施。

※２ 月は第３金曜日に実施。第９回目（２月）は３月８日に延期して実施。

イ 「戦後の小説を読む」

昭和 年代に発表された志賀直哉や林芙美子らの小説の文章について、テキストを

基に学びました。

講師 会場 開催日 実績

石田忠彦（かごしま近代

文学館アドバイザー）

メルヘンホール

又は

文学ホール

６月～３月
各第 土曜日

（ 回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

ウ 文学入門講座「《解読＝快読 夏目漱石》転換期の実験作『彼岸過迄』を読む」

夏目漱石の後期三部作（「行人」「こゝろ」）の幕開けとなった「彼岸過迄」を読み解

きました。

講師 会場 開催日 実績

村瀬士朗（鹿児島国際

大学教授）

メルヘンホール

又は

文学ホール

６月～ 月※

各第２日曜日

（５回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

※７月、８月は第３日曜日に実施。
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エ 朗読ボランティアステップアップ講座

かごしま近代文学館のボランティア「きんめるサポーター」に向けて、「朗読の時間」

で朗読を行う上での実践指導を行いました。

講師 会場 開催日 実績

浜本麗歌（朗読家） メルヘンホール

、 、

、 、

（５回）

延べ受講者数 人

オ 日曜文学講座「入試問題を読む 津村記久子短編集『サキの忘れ物』」

年の大学入学共通テストに採用され、およそ 万人が読んだ津村記久子の『サ

キの忘れ物』をテキストに、作品を読み解きました。

講師 会場 開催日 実績

廣尾理世子（鹿児島純心

女子高等学校教諭）

メルヘンホール

又は

文学ホール

月～３月

各第３日曜日※

（５回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

※第４回目（２月）は３月 日に延期して実施。

カ 俳句ことはじめ

俳句づくりの基本について、吟行や句会を交えて学びました。

講師 会場 開催日 実績

丸山眞（俳人、俳句雑誌

「火の島」編集・発行人）
メルヘンホール

月～３月

各第３土曜日

（５回）

定員 人

応募 人

延べ受講者数 人

キ 文学講座「鹿児島ゆかりの作家を学ぶ－詩人・うるし山千尋さんの創作体験－」

年、「ライトゲージ」ほか 編で南日本文学賞、 年、『ライトゲージ』で

第 回 氏賞を受賞した鹿児島在住の詩人・うるし山千尋氏を講師に迎え、自身の

読書体験や詩を書き始めた経緯、創作について語っていただきました。

講師 会場 開催日 実績

うるし山千尋（詩人） メルヘンホール
定員 人

受講者数 人

ク 脚本リーディング「向田邦子脚本『だいこんの花』を読む」

向田邦子脚本のドラマ「だいこんの花」のリーディングをとおして、作品の魅力を

伝えました。

講師 会場 開催日 実績

福薗宏美（劇団 代

表、俳優、劇作家）
メルヘンホール

、 、

、 、

（５回）

定員 回 人 人

応募 人

延べ受講者数 人
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② イベント等

ア ゴールデンウィークイベント ～ （メルヘン館と同時開催）

ｱ ブックマルシェ

本のフリーマーケットを開催しました。

出店数 会場 開催日 参加者数

店
エントランス及び

からくり時計前広場

、

（２日間）
人

ｲ リサイクルブックエイド～本で寄付するプロジェクト～

不要になった古本を集め、アジアにおける図書館運営や図書館員の育成、絵本出版

などに役立てる活動を支援しました。

収集冊数 寄付額 開催日 参加者数

冊 円 ～ 人

イ 現代作家が語るトークイベント「日々の暮らしから生まれる物語」

『ツバキ文具店』『食堂かたつむり』等で人気の小説家・小川糸氏をお招きして、

自身の創作体験や作品、ライフスタイル等について語っていただきました。

講師 会場 開催日 参加者数

小川糸（作家） 文学ホール 人

ウ 朗読の時間

常設展示室において、「きんめるサポーター」（ボランティア）が、かごしま近代文

学館の展示作家や鹿児島ゆかりの文学作品を中心に文学作品等の朗読を行いました。

テーマ 作品 出演 開催日 参加者数 
朗読と映像「週末

のアルペジオ」

三角みづ紀『週末のアル

ペジオ』

朗読：三角みづ紀

映像：小林大賀
人

夢にまつわる物語

夏目漱石「夢十夜」

島尾敏雄「夢日記」

向田邦子「『あ・うん』

あとがき」

きんめるサポー

ター（ボランテ

ィア）

人

椋鳩十・島をめぐ

る物語

「悪石島の少年」

「ほうまんの池のカッ

パ」

人

生誕 120 年 林芙
美子作品朗読会 

「女工の唄へる」「（無

題）」「苦しい唄」「新

イソップ」「下駄で歩い

たパリー」「赤いスリッ

パ」「鶴の笛」 

人

雪の朗読会 

向田邦子「殴る蹴る」 
中原中也「汚れつちまつ

た悲しみに……」 
金子みすゞ「淡雪」他 
宮沢賢治「雪渡り」 

人
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「星戀」朗読会

（山口誓子展関連

イベント）

山口誓子・俳句、野尻抱

影・随筆『星戀』
人

合 計 ６日 人

エ 学芸員によるギャラリートーク（メルヘン館と共通）

開催中の特別企画展等の見どころを、学芸員が分かりやすく解説しました。

内容 開催日 参加者数

特別企画展「まるごと馬場のぼる展 描いた つくっ

た楽しんだ ニャゴ！」
人

特別企画展「没後 年 さまよえる有島武郎展」 ５人

企画展「向田邦子のはじまり～ライフワークとなっ

た「だいこんの花」～」
６人

企画展「没後 年 山口誓子展～伝統の中から新し

い俳句を～」
７人

合 計 ４日 人

オ 古書店主によるブックトーク

古書店主２人に、「天文館で街歩きをする人へすすめたい本」「読書入門にもおす

すめ 短編集 アンソロジー」「大人にもすすめたい絵本」「装丁に惹かれる本」「短

歌・俳句ブームの今おすすめの歌集 句集」「積読万歳！私がいつか読みたい本」の

６テーマで、おすすめの本を紹介していただきました。

講師 会場 開催日 参加者数

諏訪田寛人（ブックスパーチ）

杣谷健太（ ）
ライブラリー 人

③ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

児童文学創作講座

鹿児島市の委託を受け、児童文学作家を講師に、児童文学についての基礎的知識や創

作方法等の座学、受講生の作品の添削指導等を通して、児童文学の書き手を育てる講座

を実施しました。

講師 会場 開催日 参加者数

村中李衣（児童文学作家、ノートル

ダム清心女子大学教授）
メルヘンホール

人

人

人

合 計 ３日 人
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④ 関係機関との連携、共催事業・協力

⑤ 実習等の受入れ等（メルヘン館と共通）

⑥ ボランティアの活用（メルヘン館と共通）

館の運営や事業、広報活動のサポートをしていただくボランティア「きんめるサポー

ター」を募集し、さまざまな活動を行っていただきました。

内容 実施（回） 参加者数

朗読、読み聞かせ、発送作業、配架整理、イベン

ト補助など
回 延べ 人

令和５年度ボランティア登録者数 人

⑦ 広報活動（メルヘン館と共通）

行事や催し物について、「館だより」を隔月発行し、市内の保育園・幼稚園・小学校等

に配布しました。

特別企画展や企画展、講座、イベントなどの開催については、市民のひろばや市政広

報番組への広報協力要請はもとより、新聞社、放送局、地元情報誌等への情報提供を通

じての広報活動に努めました。

最新の情報はホームページに掲載するほか、即応性が高いフェイスブック、エックス、

事業名 開催日 参加者数

スタンプラリー「かごしま春の本めぐり」

（共催）天文館図書館、古書リゼット、ブックスパーチ、 ～ ―

有島武郎没後 100年 今・読み直す・『或る女』 
（共催）鹿児島国際大学

人

認定絵本士養成講座 
（主催）鹿児島女子短期大学 人

「人に贈りたい本」読書会

（共催）天文館図書館、古書リゼット、ブックスパーチ、 人

研究者が語る浜田到の歌と世界

（主催）浜田到を語る会
人

芸術体験ワークショップ「俳句と書から自己をみつめ

る」

（主催）かごしま文化情報センター

人

内容 校数 人数

博物館実習 ５校 ６人

中高生職場体験学習 ８校校 人

教職員２年目研修 １校 ２人
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インスタグラム等のソーシャルメディアを活用し、周知を図りました。

⑧ 職員研修（メルヘン館と共通）

常設展示作家に関する講座やソーシャルメディア活用に関する研修会等に参加し、職

員の館運営、企画、広報等における資質向上に努めました。

また、地震や火災等発生時における避難誘導訓練や 講習など、緊急事態に対応す

るための研修を行いました。

利用者サービス事業（メルヘン館と共通）

引き続き公衆電話を設置したほか、ミュージアムショップにおいて特別企画展関連書籍、

グッズや地元出版社の書籍及び当館の所蔵品等をモチーフにしたオリジナルグッズ等の販

売を行い、来館者へのサービス向上に努めました。
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２ かごしまメルヘン館

魅力的で親しみやすい館づくりを目指し、常設展示やエントランスホール等の季節展示の

ほか、各種イベントの充実に努めました。

また、特別企画展「まるごと馬場のぼる展 描いた つくった 楽しんだ ニャゴ！」では、

３世代にわたって愛される馬場のぼる作品を紹介し、夏休み期間中の来館者増に努めました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

館の敷地（駐車場を含む。）、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理

を適切に行いました。

② 常設展示

資料の入替えを定期的に行いました。

ア 人形展示コーナー（地下１階）

期間 展示内容 
～ もふもふ ぬいぐるみとテディベア

～ コドモオモチャ大集合

～ ～アンティークドールに恋して～

～ 福来れ！ ふくもの図鑑

イ 絵本の小部屋（絵本のお城３階）

期間 展示内容

～ かごしまのえほん

～ 海の絵本

～ ハロウィンと実りの秋

～ 龍と冬の絵本

～ 桃の節句 端午の節句

ウ メルヘンアトリエ（おはなしの散歩道壁面）

期間 展示内容

～ 桃の節句 端午の節句

～ おべんとう

～ 海の生き物

～ おおきなかぶ

～ となりの花さかじじい

エ おはなしのまち（１階）

「おはなしのお家」（お菓子のお家、森のお家及びお城）、おもちゃ及び絵本等の定

期的な入替えを行いました。
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オ エントランスホール

期間 展示内容

～ 雛人形（折紙）

～ 五月人形（折紙）

～ ぴきのねこを折ろう

～ クリスマスツリー

～ 十二支（折紙）

～ 雛人形（折紙）

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 特別企画展「まるごと馬場のぼる展 描いた つくった 楽しんだ ニャゴ！」

絵本「 ぴきのねこ」シリーズで知られる漫画家・馬場のぼるの絵本や漫画の原稿、

スケッチブック、幼少期や青年期の作品、楽しみのために制作した絵画や立体作品の展

示のほか、馬場を取り巻く交友関係も合わせて紹介しました。 
展示資料 開催期間 入場者数

リトグラフ「 ぴきのねこ」シリーズ、アイデアスケッチ

『 ぴきのねことあほうどり』、絵本原画『ぶどう畑のアオ

さん』 等

点

～

日間
人

《関連事業》

ア 「 ぴきのねこ」と写真を撮ろう！

出演 会場 開催日 参加者数

「 ぴきのねこ」シリーズから〈とら

ねこ大将〉と〈ねこ〉２体の着ぐるみ

エントランス

ホール

人

人

人

合 計 ３日 人

イ 消しゴムはんこワークショップ

内容 講師 開催日 参加者数

消しゴムはんこで、多色刷り風のオリ

ジナルバッグを作成

横手順子（貼り絵・

はんこ作家、イラス

トレーター）

人

ウ おはなし会

出演 会場 開催日 参加者数

きんめるサポーター 他 親子読書コーナー 人
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② 収蔵資料の充実

人形資料等の収集・保存

博物・文学等の専門知識を有した学芸員又は司書により、体系的に整理し、収蔵庫に

保存しました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 講座・教室

講座・教室名 講師 開催日 参加者数

読み聞かせボランティアステップア

ップ講座

鳥羽啓子（ストーリ

ーテリングの会「お

はなしの森」代表）

人

わらべうた教室
三島理恵（松田ピア

ノ友社講師）

毎月

第２金曜日

※

人

折り紙ワークショップ 折遊かごしま
奇数月の

第４土曜日
人

「薩摩糸びな」手づくりワークショッ

プ

新山禮子（工房「小

澤 人形」）
人

絵本講演会「おはなしの階段～赤ちゃ

ん絵本から幼年童話まで～」

小風さち（絵本作

家）
人

「お家で楽しむ絵本の時間」【新規】
森ゆかり（絵本専門

士）
人

※７月、８月は第１金曜日に実施。

② イベント等

ア おはなし会・読み聞かせ

行事名 出演者 開催日 参加者数

えほんのじかん（幼児・小学生向け） きんめるサポーター

他

土曜日（第２

を除く。）
人

おはなしのじかん（乳幼児向け） 月曜日 人

メルヘンおはなし会 おはなしさんぽ 第２土曜日 人

イ ゴールデンウィークインベント ～ （近代文学館と同時開催）

行事名 講師 開催日 参加者数

ワークショップ「おうち絵本をつくろ

う！」

原田美夏氏（イラ

ストレーター）
人

メルくんルンちゃんと写真をとろう ― 人

ふるさと考古歴史館がやってきた（ふ

るさと考古歴史館との共働事業）

ふるさと

考古歴史館
人
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ウ 親子でライブぺインティング

内容 講師 開催日 参加者数

館内の窓に、キットパスで、春の物語

や昔話の絵を描く
江夏
こう か

潤一（イラスト

レーター）
人

キットパス エソラ体験コーナー
きんめるサポータ

ー
人

合 計 人

エ お正月イベント

行事名 開催日 参加者数

メルくんルンちゃんと写真をとろう 人

からくり人形実演会「椅子乗り」「ハープ弾き」 人

合 計 ２日 人

③ 関係機関との連携、共催事業

内容 開催日 参加者数

メルヘンコンサート＆おはなし会 山形屋

（共催）宝山ホール、山形屋
人

春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会

（谷山サザンホール、ふるさと考古歴史館との共働事業）
人

④ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

ア 第 回 子どもたちに聞かせたい創作童話

鹿児島市の委託を受けて、「子どもたちの夢をはぐくみ、美しい心を育てたい」とい

う願いのもと、創作童話を募集し、その優秀作品を「子どもたちに聞かせたい創作童

話」作品集として刊行する事業を実施しました。

募集区分
第１部 保育園・幼稚園児、小学校低学年児童向けの作品

第２部 小学校中・高学年児童向けの作品

募集期間 ～

応募実績 第１部 点 第２部 点 合計 点

選考委員

有村恵（鹿児島市小学校国語部会会長、鹿児島市立吉田小学校長) 
内村英人 鹿児島県小学校教育研究会国語部会会長、鹿児島市立喜入小学校長

勝本祥治 鹿児島市立生見小学校長

久保田里花（児童文学作家、椋鳩十研究家） 
小山陽子（鹿児島市立図書館図書係主幹兼図書係長） 

表 彰 式 人出席

受賞作品

及び

入 選 者

第１部 特 選 なないろキュウリのひみつ あいばみか

入 選 イタイのイタイのたべちゃうぞ 鷲尾千恵

入 選 だましたぬきの親切ごっこ さいだ・としひろ

佳 作 ドキドキ天気よほう 斉藤輝昭

佳 作 子ダヌキと西風 阿部忠彦 
佳 作 階段が家出した 秋野三歩
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第２部 特 選 手紙の好きなおばあさん 末永志穂

入 選 ヘアゴムの魔法 外薗淳

入 選 さるいわ 千雲さや

入 選 ユキメガネ 岬とうこ

佳 作 白いタンポポ いっき

イ 「金の鈴」読み聞かせ会

小学生の読書活動へのきっかけづくりとするため、校区公民館等でのボランティア

による読み聞かせ会を鹿児島市の委託を受けて実施しました。

実施時期 協力団体数 実施（回） 参加者数

夏休み期間中 ～ 人

冬休み期間中 ～ ６ 人

春休み期間中 ～ ４ ４ 人

合計 人

⑤ おはなし小道具の貸出し

市内の読み聞かせボランティアグループを対象に、大型絵本、大型紙芝居などの貸出

しを行いました。

貸出件数 件
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（単位：人）

△ 1,141

福祉施設の活動(半額)

※ 団体料金適用

小計 △ 50

△ 4,494

△ 46

△ 410

小計 △ 4,950

無料

△ 4,950

△ 2,892

△ 678

合　　計 △ 7,046

△ 298

福祉施設の活動(半額)

※ 団体料金適用

小計

△ 3,264

小計 △ 1,563

無料

アウトリーチ

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

常
設
展
示

有料

個人

団体

年間パスポート

令和５年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　利用実績
（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

区分 ５年度 ４年度 対前年度 対前年比(%)

計

減額

免除

教育施設の活動

福祉施設の活動(全額)

敬老パス・

身体障害者手帳等・その他

　　　　　　　　　　　ライブラリー

    　　　　　　　貸しホール利用者

各種講座・講演会・催しもの

福祉施設の活動（全額）

敬老パス・

身体障害者手帳等・その他

幼児

幼児

計

　　特別企画展

 　　　　　　　　　　　アウトリーチ

特別企画展

各種講座・催しもの

　　親子読書コーナー

合　計

かごしま近代文学館・メルヘン館　合計

※　団体料金適用：カゴシマシティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

常
設
展
示

有料

個人

団体

年間パスポート

減額

免除

教育施設の活動
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５年間の利用者数の推移

　◎かごしま近代文学館

（人）

区分 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 平均

利 用 者 数

 ◎かごしまメルヘン館

（人）

区分 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 平均

利 用 者 数

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、8月14日から9月30日まで全館休館

　　1月27日から3月6日までメルヘン館のみ休館

（令和2年度）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日まで全館休館

（令和3年度）

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

人 かごしま近代文学館 利用者数の推移

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

人 かごしまメルヘン館 利用者数の推移
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件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

個人

団体

年間パスポート △ 51 △ 26,050

福祉施設の活動

※ 団体料金適用

計

個人 △ 2,014 △ 1,206,600

団体

計 △ 2,012 △ 1,205,600

△ 11,100

合計 △ 491 △ 966,980

個人

団体

年間パスポート △ 520 △ 289,750

福祉施設の活動

※ 団体料金適用

計

個人

団体

福祉施設の活動

計

合計

令和５年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　観覧料等収納額

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

対前年度

※　団体料金適用：カゴシマシティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

４年度

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

常
設
展
示
観
覧
料

特

別

展

示

観

覧

料

ホール使用料

図録

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

常
設
展
示
観
覧
料

特
別
展
示
観
覧
料

区分

５年度
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件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

件数
（件）

金額
（円）

個人

団体

年間パスポート △ 51 △ 26,050

福祉施設の活動

※ 団体料金適用

計

個人 △ 2,014 △ 1,206,600

団体

計 △ 2,012 △ 1,205,600

△ 11,100

合計 △ 491 △ 966,980

個人

団体

年間パスポート △ 520 △ 289,750

福祉施設の活動

※ 団体料金適用

計

個人

団体

福祉施設の活動

計

合計

令和５年度　かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館　観覧料等収納額

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

対前年度

※　団体料金適用：カゴシマシティビュー１日パスポート、薩摩大使、美術館相互割引等期間限定割引チケットなど

４年度

か
ご
し
ま
近
代
文
学
館

常
設
展
示
観
覧
料

特

別

展

示

観

覧

料

ホール使用料

図録

か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ
ン
館

常
設
展
示
観
覧
料

特
別
展
示
観
覧
料

区分

５年度
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３ 鹿児島市立科学館

令和５年度は新型コロナウイルス感染症の位置付けが季節性インフルエンザと同じ５類に移行し

たことに伴い、イベントの定員制限等を新型コロナウイルス感染症まん延前の状況に徐々に戻してい

きながらも、入館者に不安を与えないような館運営に努めました。

恒例事業の「青少年のための科学の祭典 鹿児島 」は、昨年同様、入場を４回に分け

て開催しました。その他、鹿児島県との共催事業「かごしまスペースフェスタ 」等の関

係機関との連携事業も開催しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

建築物や設備について定期的に点検を行い、設備の不調については図書館と連携し、改善を図

りました。また、展示備品についても維持と管理を適切に行いました。

② 施設運営の充実

入館団体の予約管理を行うとともに、だれでも工房や科学劇場の運営方法、講座の受講人数な

どを新型コロナウイルス感染症まん延前の定員に徐々に戻しました。

③ モニタリング

「青少年のための科学の祭典鹿児島 」や、その他イベント・講座・教室・ワークショップ

等の参加者へアンケートを行い、様々なご意見を頂きました。また、館内２か所のご意見箱に投

稿されたご要望や改善点等を職員間で共有し、以後の館運営の参考にしました。

④ 職員研修

資源エネルギー庁主催の「科学館等職員対象研修会」や「 フィルムフェスティバル」、「社

会教育関係職員研修会」等に参加し、最新情報の習得と資質向上に努めました。

また、図書館と合同で開催した消防訓練では、図書館１階を火元と想定し、初期消火や避難誘

導の手順確認を行いました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① かごしまスペースフェスタ

内容 開催日 参加者数

ロケットの打ち上げ音響や宇宙に関する 動画の

鑑賞パネル展示等をエントランスホールで開催

（共催）鹿児島県地域政策課

人

② プラネタリウムフェスタ
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- - 
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特別上映

事業名・内容 開催日 参加者数

多くの元海軍機搭乗員や勤労女学生の貴重な証言

を元に描かれた物語「戦場に輝くベガ～約束の星を見

上げて～」を終戦の日を記念して上映

人

学習投影

事業名・内容 開催日 参加者数

「月の動きと形」「星の動き」等、小学校の学習指導

要領の天文単元に沿った内容の番組を、プラネタリウ

ム観覧で来館され、投影を希望した学校に投影する企

画

人

イ ドームシネマ 一般上映

番組タイトル 上映期間 観覧者数

セレンゲティ 
～アフリカの大地で繰り広げられる奇跡の物語～

～ 人

ウォーキング ダイナソー 太古の地球へ ～ 人

小さな世界はワンダーランド ～ 人

スペースネクスト ～ 人

合計 人

ウ イベント

事業名・内容 開催日 参加者数

ア 星と音楽の夕べ

ジャンルやアーティスト等を特集した音楽の鑑賞

会及び時季に即したテーマの星空解説とプラネタリ

ウム上映を行い、終了後は屋外での星空観望会も開催

人

イ ナイトプラネタリウム

仕事等で 時までに来館できない方々のために、

夜のプラネタリウム上映会を開催

人

ウ 占有撮影【新規】

一般投影を行っていない時間に、記念写真撮影のた

めに希望の星空を投影する新規サービスを開始

人

エ キッズプラネタリウム～おはなしと音楽の夕べ～

プラネタリウム「ほしぞらたんけん」の他、図書館

スタッフとボランティアグループ「りとるコアラ」の

星にちなんだ絵本の読み聞かせや、鳥入義広（トラン

ペット）、矢内宏平（ホルン）、松尾光祐（トロンボー

ン）の演奏会を開催

（共催）鹿児島市立図書館、鹿児島市民文化ホール

人

オ 年間パスポート会員限定上映会【新規】

年間パスポートをお持ちの方を対象として、夜に特

別番組の上映会を開催

人

－　25　－

－ 25 －



 
 

事業名・内容 開催日 参加者数

カ リラクゼーション プラネタリウム

星空解説と藤井志帆（有限会社ガトウリア代表）に

よるリラクゼーション講座、並びに𠮷𠮷澤レイモンド武

尊（サクソフォン）、新屋満規（ピアノ）、松屋裕介（ベ

ース）の演奏会を開催

（共催）鹿児島市保健所、鹿児島市民文化ホール

人

キ ジャズ プラネタリウム

松本圭使（ピアノ）と和田明（ボーカル）のデュオに

よるジャズ生演奏と秋の星空紹介を開催

人

ク ナイトシネマ【新規】

稼働している上映機としては日本で唯一の ㎜フィルム

上映機でアナログ番組を上映

人

ケ 冬休み特別上映【新規】

冬休み期間中の 時から 時の一般上映休止時に、

子供向けの短編映画、サン＝テグジュペリの名作「星の

王子さま」のプラネタリウム版を特別上映

～

休館日を除く
人

コ 文学 プラネタリウム

星空解説と全天周映像作品「銀河鉄道の夜」の鑑賞

と図書館の山口晴美指導主事の講話「宮沢賢治につい

て文学的側面からの解説」を開催

人

サ プラネタリウム 周年記念事業（追加実施）

ドイツでプラネタリウムが誕生して 年経つのを

記念した日本プラネタリウム協議会公認企画の上映会

を開催

人

シ おひるのプラネタリウム

時から 時の一般上映休止時に、星空投影に合

わせた幼児向け番組の投影、クラシック名曲の鑑賞会

や通常とは異なる形式の星空解説を実施

第１ 第３

第５木曜日

計 回

人

ス 星空記念日

生まれた日の星空等、記念日のデータを希望者にプ

レゼントするサプライズイベントを実施

毎月末 人

セ ビッグアイチャンネル

宇宙・天文に関する情報や工作・実験ショーなど

の模様を科学館ユーチューブで発信

通年
コンテンツ

新規登録者

人

ソ 学校や観光施設等との連携

コンテンツ作成や、機材操作の習熟のため館周辺で

の試撮影を実施

通年

タ 字幕付き番組の上映

幅広い方々に楽しんでいただけるよう字幕付きで

の上映を実施

「まだ見ぬ宇宙へ」の毎日１回目の全ての期間内

の上映と、プラネタリウムフェスタ内で「

Ⅱ～ 」をそれぞれ字幕版で上映

回
「まだ見ぬ宇宙

へ」 回

「 Ⅱ～

」 回

人
「まだ見ぬ宇宙

へ」 人

「 Ⅱ～

」 人
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学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

① 青少年のための科学の祭典 鹿児島

内容 開催日 参加者数

学校の教員等の外部講師が創意と工夫を凝らした科学

実験や工作の ブースを運営、小・中・高校生の科学へ

の夢を育み、興味関心を喚起する科学の祭典を実施

併せて、プラネタリウムの特別上映会も開催

人
特別上映会鑑賞

うち 人

② 科学劇場

事業名・内容 開催日･回数 参加者数

ア 実験ショー

科学指導員が、科学を楽しく学べる「空気砲」や「シャ

ボン玉」の実験などを１日３回開催

回 人

イ スペシャルサイエンスステージ

「わくわく！ドキドキ！特別実験ショー」

大学生や専門講師による実験ショーなどを開催

① 鹿児島大学奇術同好会による「科学マジックショー」

② 気象予報士による「おもしろお天気講座」

③ 全日本科学漫才研究会会員による「メイド喫茶で科学する」

①

②

③

① 人

② 人

③ 人

③ だれでも工房

事業名・内容 開催回数 参加者数

かんたん工作

数十種類の工作メニューの中から希望する工作ができ

る工房を１日３回開催

回 人

④ 講座・教室等

講座・教室名・内容 開催日等 実績

ア サイエンスワークショップ 工作・実験・パソコン・天文

身近な素材を使った実験や科学工作などを、幼児・小学

生・中学生を対象に開催

第１ 第３

第４土曜日

回

人

イ 科学教室 工作・パソコン・天文

小学生・中学生を対象に、天体望遠鏡作りやラジオ工

作、ドローン体験、プログラミングなどの講座を開催 人

－　27　－

－ 27 －



 
 

講座・教室名・内容 開催日等 実績

ウ サイエンストーク

身近な科学をテーマにした外部講師の講演会を開催

①「海を科学しよう 」

講師 第十管区海上保安部職員

②「スポーツを科学する」

講師：鹿屋体育大学 栫ちかこ准教授

③「究極のエコカー！水素で走る自動車」

講師 かごしま環境未来館スタッフ

④「サイエンストーク プラネタリウム」

講師 鹿児島大学理学部教授 半田利弘教授

⑤「火山防災のおはなしと実験の時間」

講師 鹿児島市危機管理課職員、科学館スタッフ

⑥「天の川銀河研究センターの ・ ・ 」

講師 鹿児島大学天の川銀河研究センター大学院生

①

②

③

④

⑤

⑥

① 人

② 人

③ 人

④ 人

⑤ 人

⑥ 人

エ コズミックカレッジ

キッズコース、ファンダメンタルコース

宇宙に関する講話や科学体験等を通して、宇宙の不思

議や科学の楽しさを学ぶ講座を開催

（共催）

キッズ

ファンダメンタル
人

⑤ イベント

事業名・内容 開催日等 参加者数

ア こいのぼりかざり

館で用意した巨大こいのぼりに幼稚園児の手づくり鱗

を貼付けて掲揚・展示

設置

～

展示

めぐみ幼稚園

園児 人協力

イ こどもまつり

入館料無料のこどもの日に小中学生向けの工作とゲー

ムイベントを開催

人

ウ 七夕飾り

３階の吹き抜け等に七夕飾りを施した竹を設置し、保育園児

が書いた短冊の展示と入館者が自由に書いた短冊を飾る

～

展示

真砂保育園

園児 人協力

エ ナイトミュージアム

閉館後の薄暗い静かな環境を利用した謎解きと実験・

工作体験を実施

人

オ パブリックビューイング 追加実施

アートホテルかごしまで開催されたスペースフェスタ

職員講演会の中継や、Ｈ ２Ａ 号機やＨ 号

機のロケット打ち上げの中継をエントランスで実施

カ お年玉大さくせん

と の入館者を対象に、プラネタリウム番組観覧

者や実験ショー観覧者にプレゼントを配布

～ 人

－　28　－
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事業名・内容 開催日等 参加者数

キ 館内スタンプラリー

館内３ヶ所のスタンプを集め、記念品を贈呈するイベン

トを開催

～ 人

ク 謎解きチャレンジ

大発見 市立科学館の謎解きラリー

展示場に５ヶ所オリジナルコンテンツを設置し、来館

者に謎を解き明かしてもらう体験イベントを実施

～

枚配付

正解者

人

⑥ 関係機関との連携、共催事業・協力

事業名・内容 開催日等 参加者数等

ア 「わぉ！な生きものフォトコンテスト」写真展

生物多様性の重要性を伝えることを目的に、自然の中の

生物がテーマのコンテスト受賞作品を掲示

（主催）ソニー株式会社、公益財団法人日本自然保護

協会

第 回作品展示

～

第 回作品展示

～

第 回

展示期間中入館

人

第 回

展示期間中入館

人

イ 小・中学生電波教室「ラジオ工作会」

日本アマチュア無線連盟鹿児島県支部会員の指導によ

るＡＭラジオ製作教室を実施

（共催）日本アマチュア無線連盟鹿児島県支部

人

ウ 下水道展かごしま

下水道の役割についてのパネル展示、水処理模型の展示

や微生物の顕微鏡観察、下水道相談コーナーなどの設置

（主催）鹿児島市水道局下水道部

～
期間中入館

人

エ 鹿児島高専の科学工作教室

鹿児島高専学生が地域社会への貢献のためアウトリーチ活動

として科学工作教室を科学館で開催

（主催）国立鹿児島工業高等専門学校

人

オ 第 回リフレッシュ理科教室

「光のふしぎ 」をテーマに偏光板を利用した「トリッ

ク偏光棒」と「偏光万華鏡」の実験工作教室を開催

（主催）公益社団法人応用物理学会

人

カ 科学技術映像祭入選作品発表会

国立研究開発法人科学技術振興機構 が選定した第

回科学技術映像祭の入選作品を館内で上映

（主催）

～
期間中入館

人

キ 第 回日本学生科学賞審査会

中高校生が独自に取り組んだ実験・研究・調査作品につ

いて審査会を開催

（主催）読売新聞社

審査会
人
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事業名・内容 開催日等 参加者数等

ク 第３回掩蔽観測ワークショップ 追加実施

に鹿児島でしか見られない小惑星 による

恒星食の観測会の参加者向けのワークショップを科学館

で開催

（主催）掩蔽観測ワークショップ

人

ケ 灯台記念日パネル展

「灯台の歴史」や「灯台の種類」等のパネルの掲示と実

際に灯台で使用されているレンズや 灯器等を展示

（主催）第十管区海上保安本部

～
期間中入館

人

コ 災害 周年防災カフェかごしま 追加実施

関東大震災から 年、８・６水害から 年を経た節

目の年に、更なる防災意識の向上を目的としてパネル展等

を開催

（主催）こくみん共済かごしま推進本部

～ 人

サ 冬休みわくわく科学教室

科学好きな小中学校の先生が、小学生向けの科学教室や

ものづくりイベントを開催

（主催）鹿児島仮説実験授業研究会

人

シ 鹿児島高専のロボットがやってくる

全国工業高等専門学校ロボットコンテスト 九州大

会に出場した鹿児島高専のロボットの実演ショーを開催

（主催）国立鹿児島工業高等専門学校

，
期間中入館

人

ス 「宇宙の日」作文・絵画コンテスト

宇宙をテーマにした作文や絵画の募集、審査・表彰式と

「 ～ 」特別上映会の開催。入賞作品は５

階ロビーに展示

（共催） 、 、 後援 文部科学省

表彰式

～

展示

応募 点

受賞者 人

特別上映観覧者

人

セ 宇宙ワークショップ 追加実施

学生が「一等星早見盤を作ろう 」と題し、星の明る

さについての講話と工作のワークショップを開催

（主催）鹿児島大学学生団体

人

ソ おもちゃ病院

活動の一環として、ボランティア団体の協力によ

る壊れたおもちゃの修理会を開催

（主催）かごしまおもちゃ病院

毎月第 日曜

回
人

タ 小惑星リュウグウから採取されたサンプルレプリカの

展示

小惑星探査機「はやぶさ２」が持ち帰った小惑星リュウグウの

サンプルのレプリカを 階ロビーに常時展示

（主催） 宇宙科学研究所はやぶさ プロジェクト、

宇宙科学研究所と夢を創る会、銀河連邦サガミハラ共和国（相模

原市）

通年

－　30　－
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事業名・内容 開催日等 参加者数等

チ テレビ（スペースビジョン）

から提供されたロケット開発に関する映像を展示

場で上映

（共催）

通年

ツ サイエンスモニター

国立研究開発法人科学技術振興機構 が提供する科

学技術の動画を３階ロビーで上映

（共催）

通年

⑦ 教職員、学生、生徒等の職場研修、体験学習、実習等の受入れ

内容 校数 人数

初任校研修「教育施設研修」 校 人

教員地域貢献体験研修 年目・ 年目等 ６校 人

学外科学教育施設を活用するための教員向け科学教

員研修プログラム
１校 人

鹿児島大学教育学部「地学実験Ⅱ」講義 １校 ５人

大学生博物館実習 ２校 ３人

高校生職場体験 ４校 人

中学生職場体験 校 人

⑧ アウトリーチ・屋外事業

内容 開催日等 人数

ア 出前教室・出前天体

夏休みの公民館講座での親子科学教室や、他施設イベ

ント内での科学ショーや星空観望会等を開催

回 人

イ セグウェイ体験試乗

重心移動で走る電動立ち乗り２輪車の試乗会を開催
人

ウ 開館 周年 特別おはなし会（追加開催）

天文館図書館の開館 周年に合わせて鹿児島の天体・

星に関するおはなし会を開催

（共催）天文館図書館

人

エ 部分日食を楽しもう【新規】

の 時に始まる部分日食を太陽望遠鏡や太陽投

影板、日食メガネ等を使って観察するイベントを開催

人

オ 星空観望会

科学館前広場で観望好機に星空観望会を開催
人

カ 太陽観察会

科学館前広場で太陽望遠鏡を用いた太陽観察会を開催
人
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内容 開催日等 人数

キ 星空観察＠未来館（追加開催）

星講座と星座早見盤の使い方を学ぶことで環境に配慮

した生活や行動を意識する講座を開催

（共催）環境未来館

人

ク お月見フェスタ

お月見観望会、スライム作り・スーパーボールすくい・わ

なげ及び絵本の読み聞かせなどを提供するイベントを開催

（共催）図書館

人

ケ プラネタリウム ふるさと考古歴史館

簡易プラネタリウム内で考古学と天文学の関連につい

ての解説を実施

（ふるさと考古歴史館との共働事業

人

⑨ サイエンスボランティアの受入れ

内容 受入日数 受入人数

だれでも工房・科学劇場・科学教室・科学の祭典の補助 日 人

⑩ 広報活動

年４回発行の科学館ニュースを市内の全小・中学校等に配布しました。また、市民の

ひろばや市政広報番組等への情報提供はもとより、新聞社等報道機関へのイベント告知

や取材要請を行いました。年間カレンダーや各種イベントチラシ及び外国語版のリーフ

レット等も公共・観光施設や案内所等に配置しました。 
最新情報については、ホームページを随時更新するほか、ユーチューブへのインスト

リーム広告の掲載や即応性の高いフェイスブック、エックス、インスタグラム等のソー

シャルメディアへも情報を掲載しました。 
 
利用者サービス事業

サイエンスショップ等の充実

４階の清涼飲料水の自動販売機を付設した休憩コーナーや授乳室の消毒作業を随時行

い、来館者の快適性を維持しました。サイエンスショップでは、宇宙劇場の番組内容に

関連したグッズも合わせて販売しました。また従来から取り扱う科学グッズについては

来館者の購入志向を分析し、定期的に商品の入替えを行いました。
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○入館者数等 （単位：人）

５年度 ４年度 対前年度 対前年度比(%)

福祉施設の活動

団体料金適用 ※１ △5 

計

教育施設の活動 △1,475 

福祉施設の活動

敬老パス/
身体障害者手帳など

教室・祭典等　※２

 計

無料

合          計

出前教室（出前天体を含む）等

総利用者数

○宇宙劇場観覧者数 （単位：人）

　５年度 ４年度 対前年度 対前年度比(%)

△155 

減額 教育施設の活動 △618 

計

講演・観望会等

その他　※３

計

無料 幼児

合          計

　令和５年度　鹿児島市立科学館利用実績
（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

区分

有
料

個　人

団　体

年間パスポート

減額

免
除

※３　その他：新一年生パスポート等

免
除

幼児

※1　団体料金適用：夏休みチャレンジパスポート、薩摩大使、かごしま応援者証持参者

※2　教室・祭典等：こどもの日、科学の祭典 鹿児島2023，文化の日 等

区分

有

料

個　人

団　体

年間パスポート
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　◎利用者数

区分 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 平均

利用者数

 ◎宇宙劇場観覧者数

（人）

区分 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 平均

宇宙劇場

観覧者数

５年間の利用者数等の推移

（人）

（令和３年度）

※　鹿児島県緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置適用に伴い、8月14日から9月30日まで休館

（令和２年度)

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日まで休館

（令和元年度）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月29日から3月25日まで宇宙劇場休止

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

人 科学館 利用者数の推移

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

人 宇宙劇場 観覧者数の推移
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人数（人） 金額（円） 人数（人） 金額（円） 人数（人） 金額（円）

個人

団体

年間パスポート

福祉施設の活動

団体料金適用※１

計

個人

団体 △ 155 △ 60,080

教育施設の活動 △ 618 △ 66,300

年間パスポート

計

令和５年度　鹿児島市立科学館　入館料等収納額

（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

区分
５年度 ４年度 対前年度

入
館
料

宇
宙
劇
場
観
覧
料

合計

※　団体料金適用：夏休みチャレンジパスポート、薩摩大使、かごしま応援者証持参者
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４ 鹿児島市立ふるさと考古歴史館

市民の方々が「ふるさと鹿児島」の歴史や文化について、知識や理解を深め、郷土への誇

りと愛着心を醸成できるよう、特別企画展「アナ・ミゾ～遺跡を織り成す“坑”と“溝”

～」及び春季企画展・夏季企画展を開催しました。

また、常設展示室の展示品の一部更新を行うとともに、当館のＰＲに引き続き努め、リピ

ーター及び新規来館者の確保を図りました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

施設の維持管理

館の敷地、建築物・展示物等の施設及び付属設備・備品の維持管理を適切に行いました。

学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

幅広い年代の方々の興味・関心を高めるために、下記の企画展を行いました。

① 特別企画展

「アナ・ミゾ～遺跡を織り成す“坑”と“溝”～」

展示内容 開催期間 入場者数

遺跡の発掘調査で発見された「過去の人類の活動の痕

跡」である「遺構」の中でも穴・坑（地面を一定の範

囲で掘りくぼめた遺構）と溝（地面を水平方向に長く

掘りくぼめた遺構）にスポットをあて、鹿児島市内の

穴や溝から出土した様々な種類の遺物や各遺構の実測

図、検出状況の写真など約 点の展示を通し、遺構

を設置した目的や遺構の使用法・用途、縄文時代から

近世における遺構の変遷、遺構の存在によって判明し

た遺跡の性格、地形と相関する遺構の構造や構築方

法、同一の役割をもつ遺構通有の出土遺物にみる物質

文化などについて紹介 

～

日間 
人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催 人

② 企画展

ア 春季企画展「駅チカ遺跡の落とし物～鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展 ～」
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展示内容 開催期間 入場者数

年で開設 年を迎える鹿児島中央駅（旧武駅）

の西口に広がっていた武遺跡及び周辺遺跡の発掘調査

成果や出土品約 点を展示し、縄文時代から近代ま

での当地の変遷や、旧・田上川及び甲突川の下流域に

おける武遺跡の歴史的位置づけについて紹介

～

日間
人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催 人

イ 夏季企画展「あたいげん近くの遺跡の話～タノカンサアはかく語りき～」

展示内容 開催期間 入場者数

鹿児島市を９つの地域に区分し、それぞれの地域で発

見された旧石器時代から近代の遺跡の出土品、史跡の

写真など約 点を展示すると共に、各地域の田の神

像を擬人化し、“田の神像が解説する体”のパネルを

用いて市内の歴史を分かりやすく紹介

～

※ は臨時

休館

日間

人

【関連イベント】

展示説明会「学芸員もかく語りき！」

内 容 開催日 参加者数

時 分から 時の間、展示室に学芸員が常駐し、

企画展の内容に関する質問に答える時間を設定
人

ウ 春季企画展「殿葬送る祈りの寺と黄の標

～鹿児島市内遺跡の発掘調査成果展 ～」

展示内容 開催期間 入場者数

年で開山 年となる福昌寺跡で実施してきた発

掘調査成果を初めて総括的に取り上げ、島津家菩提寺

ならではの出土品や廃仏毀釈以前の遺構の写真、国史

跡『鹿児島島津家墓所』関連の他機関所蔵資料（指宿

市、姶良市、さつま町）など約 点を展示し、薩摩

藩一の大寺の往時を紹介 

～

日間

人

【関連イベント】

展示説明会

内 容 開催日 参加者数

学芸員による展示資料の説明会を開催 人
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③ 常設展示室更新展示

ア 世界遺産コーナーの展示資料拡充

展示内容 展示開始日

常設展示室の出口付近に設置している世界遺産コーナ

ーにおいて、新たに「旧集成館」、「鹿児島紡績所跡」

の発掘調査成果を展示し、鹿児島における近代化の流

れをより詳しく紹介

イ 十モノ十色～出土品の顔イロうかがい～

展示内容 展示開始日

鹿児島市内遺跡の発掘調査で出土した遺物の「色」に

着目して、赤色顔料塗布軽石製品（下福元町草野貝塚

出土）、肥前系染付磁器大皿（郡山町地頭仮屋跡出

土）、青磁稜花皿（下福元町谷山弓場城跡出土）、白薩

摩花鉢（城山町鹿児島城二之丸跡出土）などを素材の

色ごとに展示し、各色の①時代による変遷、②製品に

利用した意図、③色の再現の手法について紹介

④ オンラインミュージアム

様々な理由で来館が難しい人や、自宅学習を行う小・中学生向けに鹿児島市の文化財を

学習する機会を提供するために、ふるさと考古歴史館のホームページ上で、常設展示や企

画展示、イベントに使用されている展示物の紹介や、当館で取り扱っている遺跡について

の解説などを公開しました。

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

幼児や小学生を中心に、子どもから大人まで幅広い年代の方々に「ふるさと鹿児島」

の歴史や文化について興味、関心を高めてもらうために、下記の事業を行いました。

① 講座・教室等

講座・教室名 開催日 参加者数

夏休み体験教室 
（ 回）

人

火おこし体験
（ 回）

人

古代体験学習 随時 人

子ども教室 毎月１～３回（日曜日） 合計 回 人
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教養講座 
（ 回）

人

ぶらり！大龍遺跡群

の探訪！ 
人

② 考古館映画会・イベント等

イベント内容 開催日 参加者数

ア 考古館映画会

アニメ映画などの上映

毎週土・日・祝

日（ 回）
人

イ 鯉のぼり飾り

館内で幼稚園児による鯉のぼりの飾り付けを実施
人

ウ ゴールデンウィークイベント

火おこし体験、弓矢体験を実施 
人

エ 親子ふれあいイベント

棒キャッチゲームやタイマーチャレンジなど５つ

のゲームを実施

人

オ こどもの日フェスティバル

のパフォーマンスやマスコットはにわづく

り、ミニまが玉などものづくりを実施

人

カ 土器風鈴づくり

幼稚園で土器風鈴作りの作製指導
人

キ 七夕飾り

館内で幼稚園児による七夕の飾り付けを実施
人

ク 夏休みこども映画会

「長ぐつをはいたネコと９つの命」上映
人

ケ 子ども学芸員体験「夏休みドキ土器実験教室」

出土品の観察、施文具づくり、顔料づくり、土器

づくり、土器の彩色などを実施

人

コ 古代体験フェスティバル

火おこし体験、弓矢体験、ミニまが玉づくり、は

にわづくり、発掘体験を実施

人

サ オータムナイト 考古歴史館

夜の館内でクイズラリーを実施
人
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シ ふるさと考古歴史館感謝デー

火おこし体験、弓矢体験、石笛づくり、紅葉しお

りづくり、発掘体験を実施

人

ス クリスマスお楽しみ会

映画「トムとジェリーのくるみ割り人形」の上映

や地元演奏家グループによるコンサートを実施

人

セ 考古歴史館招待事業

牟礼岡小学校 年生を招待し、体験学習などを実

施

人

ソ 新春イベント

新年の干支辰の置物を来館者へプレゼント
人

タ ダンボール遊園地

ダンボールでできた巨大迷路を設置し、クイズの

要素を加え、迷路遊びを実施

人

チ 考古歴史館作品展【新規】

令和 年度に当館で作られた作品を展示
～ 人

ツ 史跡めぐりバスツアー

『三国名勝図会』の史跡（郡山・入来地域）を巡

り解説するバスツアーを実施

人

テ 春のふれあい体験イベント

火おこし体験、石笛づくり、土偶チャームづくり

を実施

人

③ 関係機関等との連携による事業

ア ふるさと考古歴史館がやってきた！（メルヘン館との共働事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

弓矢体験、古代服体験を実施 かごしまメルヘン館 人

イ 青少年のための科学の祭典

内 容 場 所 開催日 参加者数

火おこし体験を実施 鹿児島市立科学館 人
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ウ 谷山ふれあいコンサート（谷山サザンホールとの共働事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

錦江台小学校金管バンド

部、地元演奏家グループな

どによるコンサートを実施

ふるさと考古歴史館 人

エ ふるさと考古歴史館がやってきた！（谷山サザンホールとの共働事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

移動展示・説明会 谷山サザンホール 人

オ プラネタリウム ふるさと考古歴史館（科学館との共働事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

移動式プラネタリウム装置

を使った星空解説を実施
ふるさと考古歴史館 人

カ 春のふれあいコンサート＆メルヘンおはなし会

（メルヘン館、谷山サザンホールとの共働事業）

内 容 場 所 開催日 参加者数

谷山少年少女合唱団、地元

演奏家グループによるコン

サート、メルヘン館職員に

よるおはなし会を実施

ふるさと考古歴史館 人

キ 出前体験学習教室

内 容 場 所 開催日 参加者数

歴史講座 西谷山小学校 人

歴史講座 和田小学校 人

歴史講座 錦江台まちづくり協議会 人

ク 教職員研修の受入れ

内 容 校 数 人 数

教職員（ 年目研修） ７校 人
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ケ 博物館実習、職場体験学習等の受入れ

内 容 校 数 人 数

大学生（博物館実習） ２校 ３人

高校生（職場体験学習） ２校 ７人

中学生（職場体験学習） ４校 人

小学生（歴史講座） １校 人

④ アンケートの実施 
常設展示や特別企画展等の観覧者にアンケートを実施し、内容の分析や検討を行うと 
ともに、実施可能な要望・意見は迅速に対応を図りました。 

 
⑤ 広報活動 
特別企画展、各企画展や子ども教室の開催などは、市民のひろばやキッズ通信アク 
トなどを活用して広報するとともに、市内の保育園・幼稚園・小学校・中学校などへ 
開催イベントの周知に努めました。 
そのほか、新聞、テレビ、情報誌などに各事業の情報提供を行うとともに、ホームペ

ージのほか、フェイスブック、エックス及びインスタグラムのソーシャルメディアも活

用した情報発信に努めました。

利用者サービス事業

来館者の利便性を図るため、清涼飲料水の自動販売機及び公衆電話を引き続き設置し

ました。また、コピーサービスや歴史に関する書籍の販売を行いました。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－　42　－

－ 42 －



〇観覧者数 （単位：人）

５年度 ４年度 対前年度 対前年度比(%)

※団体料金適用 －

福祉施設の活動 △ 1

△ 229

無料 △ 44

※　団体料金適用：夏休みチャレンジパス　

令和５年度　鹿児島市立ふるさと考古歴史館利用実績

（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

区　　　分

個人

団体

年間パスポート

減額

各種講座・催物

総利用者数

幼児

計

企画展

常
設
展
示

有
料

敬老パス

身体障害者手帳等

教育施設の活動

福祉施設の活動

小計

免
除

小計
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件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円）

△ 1 △ 150

※　団体料金適用：夏休みチャレンジパス

令和５年度　鹿児島市立ふるさと考古歴史館　観覧料収納額

（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

対前年度

常
設
展
示
観
覧
料

※団体料金適用

区分
５年度

合計

個人

団体

年間パスポート

４年度

福祉施設の活動

 

◎利用者数

（人）

区分 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 平均

利用者数

（令和3年度）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、8月14日から9月30日まで休館　

（令和2年度）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月18日から5月6日まで休館　

５年間の利用者の推移

30000

40000

50000

60000

70000

80000

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

（人） ふるさと考古歴史館 利用者の推移
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５ 鹿児島市民文化ホール

市民の芸術文化活動の拠点として、施設の適切な管理運営を行うとともに、文化芸術基本法及

び劇場、音楽堂等の活性化に関する法律の理念を踏まえ、芸術文化の振興に寄与するために、企

画提供事業として、クリスチャン・ツィメルマンピアノリサイタルなど３公演を実施しました。

また、市民の芸術文化への関心を高め、理解を深めるために親子鑑賞支援や友の会特別鑑賞会

等の普及支援事業及び利用者サービス事業を実施しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行い、安全で快適な利

用しやすい施設となるように努めました。

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行うと

ともに、施設使用について丁寧な説明などを行い、利用者の使用しやすい施設となるように

努めました（法人、団体等の活動で芸術文化の振興を目的としないものを含む。）。

③ モニタリング

利用者会議などにより、施設に対するニーズ等の把握を行うとともに、主催事業等を実施

する際には来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約し、これらのうち、実施可

能なものについて対応しました。

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、フ

ェイスブック、インスタグラム、エックス等のＳＮＳも活用した広報を積極的に行いました。

また、市政広報紙や新聞紙面、スポットＣＭ、地元情報誌等を利用した広報にも努めまし

た。

その他、鹿児島市が締結したネーミングライツ契約により決定した施設の愛称について、

各種印刷物、ホームページ等でその普及、定着に努めました。

⑤ 職員研修等

全国公立文化施設協会等が開催する業務マネジメントセミナー、アートマネジメント研修

会に職員を派遣し、最新の知識の習得と資質向上に努めました。

また、防火・防災・救急について、より具体的な事態を想定しながら、消火・避難訓練と

観客参加型の避難訓練コンサートを実施しました。
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学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

① 自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を鹿児島市民に提供する事業

として、次の公演を実施しました。

事業名 開催日時・場所
入場者数
入場率

（ピアノ）

ヴィルトゥオーゾシリーズ

クリスチャン・ツィメルマン

ピアノリサイタル

月 日（水）

開演

第１ホール

人

（ ％）

（室内楽）

ヴィルトゥオーゾシリーズ

フィルハーモニクス

ウィーン＝ベルリン＆中谷美紀

月 日（火）

開演

第１ホール

人

（ ％）

（吹奏楽）

ドラゴンクエストコンサート 鹿児島

月 日（土）

開演

第１ホール

人

（ ％）

② 報道機関等との共同主催事業

南日本新聞社と鹿児島音楽文化協会との共同主催公演を実施しました。

事業名 開催日時・場所
入場者数
入場率

ディズニー・オン・クラシック

～まほうの夜の音楽会～

月 日 土

開演

第１ホール

人

（ ％）

おかあさんといっしょ

～ファンターネ！がやってきた！～

月 日 土

① 開演

② 開演

第１ホール

① 人

（ ％）

② 人

（ ％）
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学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、理解

を深めることを目的として、次の事業を実施しました。

① 講座・教室等

ア 鑑賞講座

自主文化事業等に関連する講座を企画し、公演への関心が高まるよう努めました。

名 称 講 師 開催日時・場所 受講者数

クリスチャン・ツィメルマン

ピアノリサイタル鑑賞講座

伊熊よし子

（音楽ジャーナリスト、

音楽評論家）

月 日（土）

開始

市民ホール
※動画上映により実施

人

イ 舞台体験

小学生が舞台芸術に興味を抱けるよう、夏休みに、舞台設備に触れ初歩的な操作や舞台

演出を体験する機会を設けました。

名 称 講 師 開催日時・場所 受講者数

舞台技術体験

「ぼくも！わたしも！

１日舞台スタッフ」

市民文化ホール職員等

月 日（日）

①第１回 ～

②第２回 ～

第２ホール

① 人

② 人

ウ 親子鑑賞支援

親子連れで気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞台鑑賞を支援しました。

名 称 開催日時・場所 招待者数

親子で芸術鑑賞！

ヴィルトゥオーゾシリーズ

フィルハーモニクス

ウィーン＝ベルリン＆中谷美紀

月 日（火）

開演

第１ホール

親子 組

人

エ 高校生鑑賞支援事業の試行実施

高校生鑑賞支援について、次代を担う若い世代に対し、試行的に招待を実施し、上質な

公演の鑑賞機会を提供するとともに、懸案事項の調査・検証を行いました。

対象公演 開催日時・場所 招待者数

ヴィルトゥオーゾシリーズ

フィルハーモニクス

ウィーン＝ベルリン＆中谷美紀

月 日（火）

開演

第１ホール

人
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② ワークショップ

芸術文化への関心を深めるため、自主文化事業等に関連するワークショップを行いました。

名 称 講 師 開催日時・場所 受講者数

海老原光の指揮講座 海老原光（指揮者）

月 日（金）

開始

第２ホール

人

③ イベント等

ア 友の会特別鑑賞会

鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会会員への鑑賞機会の提供と会員数の増

を図るための事業を実施しました。

名 称 出演者 開催日時・場所 入場者数

鹿児島市民文化ホール・

谷山サザンホール

友の会特別鑑賞会

今林吹音（ヴァイオリン）

片倉聖（オーボエ）

桃坂寛子（ピアノ）

川野貴之（テノール）

美代開太（バス）

井ノ上綾香（ピアノ）

前田麻緒（コンテンポラリーダンス）

本田浩平（津軽三味線）

室屋麗華（ピアノ）

月 日 土

開演

第２ホール

人

イ 市民文化ホール利用者のつどい

日頃、市民文化ホールを利用している芸術文化活動グループによる合同イベントを実施

しました。

名 称 出演者 開催日時・場所 入場者数

利用者のつどい

～ ～

月 日 日

開演

第２ホール

人

ウ 避難訓練コンサート

ホールの消防防災体制の確立と防災意識の向上を図るため、コンサートの最中に地震・

火災が発生したという想定の観客参加型の避難訓練を、防災に関する講演会と併せて実施

しました。

名 称 出演者 開催日時・場所 入場者数

避難訓練コンサート

（鹿児島大学地域防災

教育研究センターとの

共催）

「防災のはなし」の部

黒光貴峰（鹿児島大学准教授）

「音楽をたのしむ」の部

ダリア サクソフォンカルテット

月 日 火

開演

市民ホール

人
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④ アウトリーチ

財団が運営する施設や福祉施設・病院等に鹿児島で活動している地元アーティストを派遣

し、生の音楽に触れる機会を提供しました。

名 称 出演者等 開催日・場所 鑑賞者数

キッズプラネタリウム

～おはなしと音楽の夕べ～

（鹿児島市立図書館、科学館と

の共催）

鳥入義広（トランペット）

矢内宏平（ホルン）

松尾光祐（トロンボーン）

月 日 土

科学館５階

宇宙劇場

人

働きざかりのためのリラクゼー

ション講座

「リラクゼーション プラネ

タリウム

～星空に抱かれてほっとひとい

き～」

（鹿児島市保健所、科学館との

共催）

𠮷𠮷澤レイモンド武尊

（サクソフォン）

新屋満規（ピアノ）

松屋裕介（ベース）

月 日 金

科学館５階

宇宙劇場

人

地元アーティストによる施設等

でのワークショップ

森田孝一郎（リズムコミュ

ニケーター）

藤田香織

月 日 土 人

月 日 日 人

月 日 日 人

月 日 日 人

月 日 日
※ 鹿児島市立少年

合唱隊福祉施設訪問

演奏との合同開催

人

全日程を障害者支援施設あさ

ひが丘にて開催し、社会福祉法

人落穂会施設の入所者等が参加

⑤ 文化芸術振興事業の実施〔受託事業〕

鹿児島市の文化芸術振興事業について、委託を受けた次の事業を実施しました。

ア 鹿児島芸術鑑賞事業

名 称 内 容 開催日時・場所 鑑賞者数

劇団四季

鹿児島公演観劇会

（鹿児島市内小学

６年生対象）

劇団四季「ファミリーミュージ

カル エルコスの祈り」

① 月 日（水）

・

② 月 日（木）

・

第１ホール

① 人

（ 校）

② 人

（ 校）
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イ 市少年少女合唱団振興事業

市内に在住する少年少女で構成された「鹿児島市立少年合唱隊」の活動と運営のサポー

トを実施しました。なお、令和５年度は、昭和 年 月 日の結成から、創立 周年

を迎えることを記念して、定期演奏会のパンフレットを拡充し、節目にふさわしい演奏会

を実施するとともに、これまでの活動等を紹介する展示を行いました。

名 称 出演者等 開催日時・場所 入場者数

創立 周年記念

第 回定期演奏会

隊員 名

指揮 竹元雅昭

吉倉邦子

伴奏 蜷川朋子

ＯＢゲストステージ

大平倍大

寺薗玲子

ＯＢ合同ステージ客演指揮

久保順子

月 日 日

開演

第２ホール

人

創立 周年記念展

～明るく、楽しく、元気

よく～

（展示内容）

歴代の定演パンフレット・制服

周年のあゆみ年表

寄せ書き・活動写真など

月 日（金）

～

月 日（日）
展望ギャラリー

（４階）

―

福祉施設訪問

隊員・竹元雅昭・吉倉邦子・蜷川朋子

※地元アーティストによる施設

等でのワークショップとの合同

開催

月 日（日）

開演
障害者支援施設

あさひが丘

人

利用者サービス事業

環境の提供及び各種事業に関わる関連商品の販売並びに清涼飲料水の自動販売機及

び公衆電話の設置を行うなど、来館者の利便性向上を図りました。また、芸術文化の情報提供

機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施しました。

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

会員相互の交流を図り、芸術文化への理解と教養を深め、芸術文化の向上に寄与すること

を目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の各種公演情報の提供やチケット割引販

売等を実施しました。

令和５年度会員数（令和 年 月 日現在）

会員種別 年会費 会 員 数

個人会員 ２，０００円 人 （更新： 人 新規： 人）

協賛会員 ５，０００円 団体

※鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール共通
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② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売しまし

た。

また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日乗車券

の販売も引き続き行うとともに、夜の催物の終演状況に合わせ、臨時の路線バスの運行依頼

を行うなど、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めました。
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令和５年度 鹿児島市民文化ホール 利用実績

① 施設別利用状況

（令和５年度）

※ 第２ホールが緞帳クリーニングのため、 月 日から 月 日まで利用休止

（令和４年度）

※ 第１ホールが舞台機構改修のため、 月 日から 月 日まで利用休止

※ 市民ホールがロビー空調工事のため、 月 日から 月 日まで利用休止

※ 第２ホールが搬入口シャッター改修のため、 月 日から 月 日まで利用休止

※ 第２ホールが舞台機構改修のため、 月 日から 月 日まで利用休止（ 月 日・ 日は除く）

令和
５年度

令和
４年度

対前年度
前年度比

(％)

利用率（％）

使用件数(件)

公演数(回) △ 28

入場者数(人)

利用率（％）

使用件数(件)

公演数(回)

入場者数(人)

利用率（％）

使用件数(件)

公演数(回)

入場者数(人)

楽屋(３ホール) 使用件数(件）

使用件数(件)

入場者数(人)

使用件数(件)

入場者数(人)

使用件数(件)

入場者数(人)

展望ギャラリー 使用件数(件)

和室

使用件数合計(件)

入場者数合計(人)

区分

第１ホール

第２ホール

市民ホール

練習室(４室)

会議室(２室)
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② 施設別使用料収納状況

（令和５年度）

※ 第２ホールが緞帳クリーニングのため、 月 日から 月 日まで利用休止

（令和４年度）

※ 第１ホールが舞台機構改修のため、 月 日から 月 日まで利用休止

※ 市民ホールがロビー空調工事のため、 月 日から 月 日まで利用休止

※ 第２ホールが搬入口シャッター改修のため、 月 日から 月 日まで利用休止

※ 第２ホールが舞台機構改修のため、 月 日から 月 日まで利用休止（ 月 日・ 日は除く）

(単位：円）

施設 項目
令和

５年度
令和

４年度
対前年度

前年度比
（％）

施設使用料

備品使用料 △ 1,889,030

小計(A) △ 907,630

減免額(B)

収納額(A)-(B) △ 3,899,255

施設使用料

備品使用料

小計(A)

減免額(B)

収納額(A)-(B)

施設使用料

備品使用料

小計(A)

減免額(B)

収納額(A)-(B)

施設使用料

備品使用料

小計(A)

減免額(B)

収納額(A)-(B) △ 518,639

施設使用料

備品使用料 △ 1,302,750

小計(A)

減免額(B)

収納額(A)-(B) △ 2,242,194

第
１
ホ
ー

ル

第
２
ホ
ー

ル

市
民
ホ
ー

ル

そ
の
他
施
設

計
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６ 谷山サザンホール

市民の芸術文化活動の拠点として、施設の適切な管理運営を行うとともに、文化芸術基本

法及び劇場、音楽堂等の活性化に関する法律の理念を踏まえ、芸術文化の振興に寄与するた

め、企画提供事業として、「ズーラシアンブラス音楽の絵本～フェスティバルバンド～」を開

催しました。

また、市民の芸術文化への関心を高め、理解を深めるために舞台体験やロビーコンサート

等の普及支援事業及び利用者サービス事業を実施しました。

教育文化施設の管理及び運営に関する事業

① 施設の維持管理

駐車場を含む敷地内の施設及び付属設備や備品の維持管理を適切に行い、安全で快適な

利用しやすい施設となるように努めました。

② ホール使用の許可等の業務

ホール内の各施設、備品等の使用に係る受付・許可及び使用料の収納事務を適確に行う

とともに、施設使用について丁寧な説明などを行い、利用者の使用しやすい施設となるよ

うに努めました（法人、団体等の活動で芸術文化の振興を目的としないものを含む。）。 

③ モニタリング

利用者会議などにより、施設に対するニーズ等の把握を行うとともに、主催事業等を実

施する際には、来場者に対しアンケートを行い、要望・意見等を集約し、これらのうち、

実施可能なものについて対応しました。

④ 広報活動

施設の行事や催し物については、毎月発行の催物案内やホームページでの告知のほか、

フェイスブック、インスタグラム、エックス等のＳＮＳも活用した広報を積極的に行いま

した。

また、市政広報紙や新聞紙面、スポットＣＭ、地元情報誌等を利用した広報にも努めま

した。

⑤ 職員研修等

鹿児島県公立文化施設協会が開催するセミナーに職員を派遣し、最新の知識の習得と資

質向上に努めました。

また、防火・防災・救急について、具体的な事態を想定した消火・避難訓練を 回実施

しました。
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学術及び芸術文化に関する企画を提供する事業

自主文化事業

鹿児島市の補助を受け、国内外の芸術性の高い舞台芸術公演を市民に提供する事業とし

て、次の公演を実施しました。

事業名 開催日時
入場者数
（入場率）

（室内楽）

ズーラシアンブラス

音楽の絵本～フェスティバル

バンド～

月 日（日）

開演

人

％

学術及び芸術文化の普及及び支援に関する事業

気軽に芸術文化に親しむ機会を市民に提供することにより、芸術文化への関心を高め、

理解を深めることを目的として、次の事業を実施しました。

① 講座・教室等

ア ワークショップ

地域における吹奏楽の技術向上を図るため、専門家によるワークショップを開催しまし

た。

名 称 講 師 開催日 受講者数

海老原光の指揮法講座 海老原光（指揮者） 月 日（日） 人

イ 舞台体験

小学生が舞台芸術に興味を抱けるよう、舞台設備に触れ初歩的な操作や舞台演出を体

験する機会を設けました。

名 称 講 師 開催日 受講者数

舞台体験講座 谷山サザンホール職員等

月 日（火）

① ～

② ～

① 人

② 人

ウ ふれあい鑑賞支援

児童養護施設の子どもたちが気軽に芸術文化に親しめるよう、自主文化事業の舞台

鑑賞に招待しました。（招待者数 人）

② イベント等

ア サザンホールロビーコンサート

地域で音楽活動を行っている団体のコンサートを開催しその活動を支援するととも

に、地域の活性化を図りました。
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出演者 開催日 入場者数

鹿児島国際大学学友会吹奏楽団
月 日

（土）
人

吹奏楽団
月 日

（日）
人

アンサンブル南星

フルートアンサンブル、クラリネットアンサンブル

月 日

（日）
人

鹿児島情報高等学校吹奏楽部
月 日

（土）
人

木管五重奏 ’allure ラリュー
月 日

（日）
人

月 日

（月・休）
人

錦江湾高等学校吹奏楽部
月 日

（金・祝）
人

イ ふるさと考古歴史館がやってきた！（ふるさと考古歴史館との共働事業）

当館において、ふるさと考古歴史館の学芸員から明治初期の廃仏毀釈で廃された寺院

について、分かりやすく紹介、解説してもらう講座を行いました。

講 師 開催日・場所 受講者数

ふるさと考古歴史館職員
月 日（日）

市民ギャラリー
人

ウ サザンホール映画会

谷山サザンホールを身近なホールとして体感してもらうために、夏休みに親子で楽し

める映画会を開催し、ホールの大スクリーンと迫力ある音響に触れる機会を提供しまし

た。

名 称 上映作品 開催日時 入場者数

サザンホール映画会 月 日（土）

開演
人

エ サザンロビーピアノ開放デー

ロビーに設置してある電子ピアノを地域住民に開放し、演奏の機会を提供しました。

開催日・演奏者

月 日（月） １名

月 日（日） １名
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③ アウトリーチ

財団が運営する施設や公共施設等に鹿児島で活動している地元アーティストを派遣

し、生の音楽に触れる機会を提供しました。

名 称 出演者 開催日・場所 入場者数

サザンふれあいコンサ

ート

こども遊 ランド

（環境未来財団との共

催事業）

木管五重奏 ’allure ラリュ

ー

月 日（日）

かごしま

環境未来館

人

ふれあい出前コンサー

ト

金丸祐也×豊倉祥太×山﨑文

乃

（ヴァイオリン＋チェロ＋

ピアノ）

月 日（日）

喜入公民館
人

サザンふれあいコンサ

ート

キャンプフェスタ

（鹿児島市観光農業公

園との共催事業）

吹奏楽団

月 日（土）

グリーン

ファーム

人

サザンふれあいコンサ

ート

環境フェスタかごしま

（環境未来財団との共

催事業）

モゼーズ 新屋満規

月 日

（日）

かごしま

環境未来館

人

サザンふれあいコンサ

ート

石堂優二郎×竹下智子＆安田

奈緒子

（テューバ＋ピアノ＋

パーカッション）

月 日（土）

イオンモール

鹿児島

人

谷山ふれあいコンサー

ト

（ふるさと考古歴史館

との共働事業）

アコードブラスコネクション

錦江台小学校金管バンド部

鹿児島うるまエイサー

月 日

（日）

ふるさと

考古歴史館

人

地域まるごと環境フェ

スタ アミュプラザ

鹿児島

（環境未来財団との共

催事業）

月 日

（日）

アミュプラザ

鹿児島 広場

人

春のふれあいコンサー

ト

＆メルヘンおはなし会

（ふるさと考古歴史館、

メルヘン館との共働事

業）

ファゴット

谷山少年少女合唱団

メルヘン館職員

月 日（土）

ふるさと

考古歴史館

人

サザンふれあいコンサ

ート

未来館 フェスタ

（環境未来財団との共

催事業）

アンサンブル南星

フルートアンサンブル、金管

五重奏

月 日（土）

かごしま

環境未来館

人
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④ 展示室、市民ギャラリー貸出し

展示室、市民ギャラリーは、年間を通して市民の講座や同好会等の成果発表の場として

活用されました。

利用者サービス事業

環境の提供及び各種事業に関わる関連商品の販売並びに清涼飲料水の自動販売機

及び公衆電話の設置を行うなど、来館者の利便性向上を図りました。また、芸術文化の情

報提供機関として更に魅力ある施設となるよう次の事業を引き続き実施しました。

① 鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール友の会

会員相互の交流を図り、芸術文化への理解と教養を深め、芸術文化の向上に寄与するこ

とを目的としたホール友の会を運営し、鹿児島市内外の各種公演情報の提供やチケット割

引販売等を実施しました。

令和５年度会員数（令和 年 月 日現在）

会員種別 年会費 会 員 数

個人会員 ２，０００円 人 （更新： 人 新規： 人）

協賛会員 ５，０００円 団体

※鹿児島市民文化ホール・谷山サザンホール共通

② プレイガイド

鹿児島市内外で開催される公演やイベント等のチケットをホール窓口で受託販売しま

した。

また、駐車場混雑緩和への対策として、鹿児島市交通局のＩＣカード乗車券や１日乗車

券の販売も引き続き行い、公共交通機関の利用促進と市民サービスの向上に努めました。
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令和５年度 谷山サザンホール 利用実績

① 施設別利用状況

区 分
令和

年度

令和

年度
対前年度 前年度比

ホール

利用率

使用件数 件 △

公演数 回 △

入場者数 人 △

楽屋（ 室） 使用件数 件 △

練習室
使用件数 件

入場者数 人

会議室 室
使用件数 件 △

入場者数 人

和 室
使用件数 件

入場者数 人

ロビー

コンサート

使用件数 件

入場者数 人

展示室 使用件数 件

市民ギャラリー 使用件数 件 △

合 計
使用件数 件 △

入場者数 人 △

令和 年度

※ 令和 年 月 日（月）から 月 日（木）ホール使用休止

月 日（月）から 月 日（金）までの№ 号機荷物エレベーター撤去新設工事期間は、№ 号機荷

物エレベーター使用不可や使用中に工事音が出る等の条件を付した制限付きでの貸出し

令和 年度

※ 月 日から 月 日まで外壁補修工事のため、制限付きでの貸出し
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② 施設別使用料収納状況

（単位：円）

施設 項目
令和

年度

令和

年度
対前年度 前年度比

ホ
ー
ル

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

楽
屋

施設使用料 △

備品使用料 －

小計 △

減免額 △

収納額 △

練
習
室

施設使用料

備品使用料

小計

減免額 △

収納額

和
室

会
議
室

施設使用料 △

備品使用料

小計 △

減免額 △

収納額

計

施設使用料 △

備品使用料 △

小計 △

減免額 △

収納額 △

令和 年度

※ 令和 年 月 日（月）から 月 日（木）ホール使用休止

月 日（月）から 月 日（金）までの№ 号機荷物エレベーター撤去新設工事期間は、№ 号機荷

物エレベーター使用不可や使用中に工事音が出る等の条件を付した制限付きでの貸出し

令和 年度

※ 月 日から 月 日まで外壁補修工事のため、制限付きでの貸出し
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Ⅲ 理事会に関する事項
令和５年度中の理事会の開催及び議決事項等

会議名 開催日 議決事項及び報告事項

第１回理事会
令和５年４月１日
決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第２回理事会
令和５年５月１日
決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員会開催の件

第３回理事会 令和５年６月９日

議決事項
令和４年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業報告及び収支決算承認の件
令和５年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第１号）承認の件
令和５年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
定時評議員会開催の件

報告事項
職務執行状況の報告

第４回理事会
令和５年６月 日
決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団理事長及び
常務理事の選定の件

第５回理事会
令和５年 月 日
決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団職員給与規程
一部改正の件
令和５年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第２号）承認の件

第６回理事会 令和６年３月 日

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団職員就業規則
一部改正の件
令和６年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業計画書承認の件
令和６年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支予算書承認の件
令和６年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の承認の件
令和５年度第４回公益財団法人かごしま教育文化振興
財団評議員会開催の件

報告事項
職務執行状況の報告
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Ⅳ 役員に関する事項
（令和６年３月３１日現在）

役職名 氏 名 就 任 年 月 日

理 事 長

常務理事

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

森 博 幸

鉾 之 原 誠

中 村 剛士剛

有 山 まり子

石 田 忠 彦

小 松 恵理子

佐 潟 隆 一

玉 川 浩一郎

中 村 耕 治

中 村 直 子

原之園 哲 哉

牧 眞 弘

小 林 拓 史

船 倉 康 弘

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和５年６月 日

令和４年４月 １日

令和３年６月 日
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Ⅴ 評議員会に関する事項
令和５年度中の評議員会の開催及び議決事項等

Ⅵ 評議員に関する事項
（令和６年３月３１日現在）

役職名 氏 名 就 任 年 月 日

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

青 木 和 彦

阿瀉濵 健 一

上 園 正 人

鬼 塚 仁

小 村 真 二

下 村 理世子

高 嶺 千 史

富 永 宏

八 田 明 夫

山 野 真 理

令和３年６月 日

令和３年６月 日

令和５年４月 １日

令和５年５月 １日

令和５年４月 １日

令和３年６月 日

令和５年４月 １日

令和３年６月 日

令和３年６月 日

令和３年６月 日

会議名 開催日 議決事項及び報告事項

第１回評議員会
令和５年４月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第２回評議員会
令和５年５月１日

決議の省略

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団評議員選任の件

第３回評議員会

（定時）
令和５年６月 日

議決事項
令和４年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業報告及び収支決算承認の件
公益財団法人かごしま教育文化振興財団理事選任の件

報告事項
令和５年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第１号）について

第４回評議員会 令和６年３月 日

議決事項
公益財団法人かごしま教育文化振興財団役員及び
評議員の報酬等及び費用に関する規程一部改正の件

報告事項
令和５年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支補正予算（第２号）について
令和６年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
事業計画書の件
令和６年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
収支予算書の件
令和６年度公益財団法人かごしま教育文化振興財団
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の件
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Ⅶ 登記事項

登記年月日 申請先 事項 登記原因年月日

令和５年４月 日 鹿児島地方法務局 評議員の変更 令和５年４月１日

令和５年５月 日 鹿児島地方法務局 評議員の変更 令和５年５月１日

令和５年７月 日 鹿児島地方法務局
代表理事及び

理事の変更
令和５年６月 日

Ⅷ 職員に関する事項（常勤

（令和６年３月３１日現在）

区 分
事務局長
館 長

財団職員 嘱託員 臨時職員 計

事務局 事務局長 １
次 長 １

主 事 ３
２ ― ７

近代文学館

メルヘン館
館 長 １

副館長 １

主 査 ３

主 事 ２

３ ― 

科学館 館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 ３

７ ―

ふるさと

考古歴史館
館 長 １

副館長 －

主 査 ２
６ １

市民文化ホール 館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 ４

６ ― 

谷山サザン

ホール
館 長 １

副館長 １

主 査 １

主 事 １

２ ― ６

計 ６ １

 

Ⅸ 事業報告の内容を補足する重要な事項について

 
令和５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第

３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

△ 8,972,432

△ 2,963,401

△ 11,909,466

△ 173,688

△ 47,922,209 △ 47,647,423 △ 274,786

△ 6,340,680

△ 22,189,496

△ 17,986,916

△ 12,143,344

△ 274,786

△ 274,786

(△ 274,786)

△ 6,340,680

令和５年度　公益財団法人かごしま教育文化振興財団　決算報告書

Ⅰ　貸　借　対　照　表

令和６年３月３１日現在

流動資産合計

  （１）基本財産

　　　　　仮払金

　　　　　投資有価証券

科　　　　　目

　　　　　現金預金

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　未収金

　２．固定資産

　　　　　定期預金

　　　　　立替金

　　　　　前払金

負債及び正味財産合計

固定負債合計

流動負債合計

　２．固定負債

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

正味財産合計

　２．一般正味財産

指定正味財産合計

　　　　（うち特定資産への充当額）

　　　　　譲受著作権

　　　　（うち特定資産への充当額）

　　　　　退職給付引当金

　　　　　寄付金

　　　　（うち基本財産への充当額）

　１．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　預り金

　　　　　未払法人税等

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

　　　　　賞与引当金

　　　　　仮受金

　　　　　海音寺潮五郎著作権減価償却累計額

基本財産合計

特定資産合計

  （２）特定資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　海音寺潮五郎記念資産

　　　　　財政調整積立資産

　　　　　海音寺潮五郎著作権
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（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引等消去 合　計

△ 8,863,497

△ 8,508,172

△ 47,922,209 △ 47,922,209

その他固定資産合計

Ⅱ　貸　借　対　照　表　内　訳　表

令和６年３月３１日現在

科　　　　　目

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　　現金預金

　　　　　未収金

　　　　　仮払金

流動資産合計

　２．固定資産

  （１）基本財産

　　　　　定期預金

　　　　　投資有価証券

基本財産合計

  （２）特定資産

　　　　　前払金

　　　　　立替金

Ⅱ　負債の部

　　　　　財政調整積立資産

　　　　　海音寺潮五郎記念資産

　　　　　海音寺潮五郎著作権減価償却累計額

特定資産合計

固定資産合計

資産合計

　　　　　海音寺潮五郎著作権

  （３）その他固定資産

　　　　　什器備品

Ⅲ　正味財産の部

　１．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　預り金

　　　　　賞与引当金

　　　　　未払法人税等

流動負債合計

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

　　　　　仮受金

　２．一般正味財産

　　　　（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

　１．指定正味財産

　　　　　寄付金

　　　　　譲受著作権

指定正味財産合計

　　　　（うち基本財産への充当額）

　　　　（うち特定資産への充当額）
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（単位：円）

当年度 前年度 増　減

△ 253,508

△ 253,508

△ 1,385

△ 1,068,734

△ 390,826

△ 31,000

△ 137,500

△ 12,000

△ 7,189,696

△ 3,235,118

△ 17

△ 3,235,101

△ 2,917,730

△ 43,287,946

△ 1,043,592

△ 27,276

△ 171,533

△ 1,161,624

△ 5,921,088

△ 1,099,986

△ 2,772,991

△ 15,786

△ 20,834,727

△ 49,351

△ 236,242

△ 84,787

△ 20,235,791

△ 4,427,990

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　雑費

　　　　　　委託費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　受託事業収益

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　手数料

　　　　　　広告料収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　臨時雇賃金

Ⅲ　正　味　財　産　増　減　計　算　書

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　給料手当

　　　　　　受取助成金

　　　　　雑収益

　　　　　　雑収益

経常収益計

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　役員等報酬

  （２） 経常費用

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　特定資産運用益

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

　　　　　事業収益

　　　　　事業費

　　　　　　減価償却費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　受取利息

　　　　　　書籍発行対価収益

－　67　－
－ 67 －



当年度 前年度 増　減

△ 1,512,425

△ 28,032

△ 1,387,833

△ 76,215

△ 82,540

△ 2,695

△ 314,894

△ 329,780

△ 102,879

△ 15,680

△ 2,843

△ 1,520

△ 36,640

△ 92,000

△ 27,830

△ 44,800,371

△ 397,896 △ 42,280,537

△ 397,896 △ 42,280,537

△ 10,600

△ 10,600

△ 10,600

△ 36,782,957

△ 36,853,957

△ 36,853,957

△ 253,508

△ 253,508

△ 4

△ 4

△ 2,640,532 △ 2,894,044

△ 2,640,532 △ 2,894,044

△ 274,786 △ 274,786

△ 274,786

△ 274,786

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　賞与引当金繰入額

（注）　前年度の数値は、前年度正味財産増減計算書の科目を当年度の科目に対応させて組み替えて表示している。

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　賃借料

　　　　　　印刷製本費

  （２） 経常外費用

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

　　　　　　交際費

経常費用計

経常外収益計

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　租税公課

　　　特定資産受取利息

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　　　特別損失　

　　　　　　特別損失

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　当期経常増減額

　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　　退職給付引当金戻入益

　２．経常外増減の部

  （１） 経常外収益

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　基本財産運用益

経常外費用計

　当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

　　一般正味財産への振替額

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

科　　　　　目

　　　　　管理費
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（単位：円）
公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

　　　　　　特定資産受取利息

　　　　　　特定資産受取著作権使用料

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

  （１） 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　　基本財産受取利息

　　　　　特定資産運用益

Ⅳ　正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

科　　　　　目
収益事業等会計

法人会計
内部取引等

消去
合計

　　　　　　受託事業収益

　　　　　受取補助金等

　　　　　　受取助成金

　　　　　雑収益

　　　　　事業収益

　　　　　　受益者負担収益

　　　　　　友の会会費収益

　　　　　　図録等販売収益

　　　　　　販売手数料収益

　　　　　　指定管理事業収益

　　　　　受取寄付金

　　　　　　受取寄付金振替額

　　　　　　写真使用料収益

　　　　　　受取市補助金

　　　　　　書籍発行対価収益

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　雑収益

経常収益計

  （２） 経常費用

　　　　　事業費

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　給料手当

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　賃借料

　　　　　　保険料

　　　　　　手数料

　　　　　　報償費

　　　　　　諸謝金

　　　　　　減価償却費

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　燃料費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払助成金

　　　　　　委託費

　　　　　　雑費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　広告料収益

　　　　　　受取利息
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公益目的事業会計

公１ 収１ 収２ 小計

△ 1,369,799 △ 1,384,480 △ 125,424 △ 397,896

△ 1,369,799 △ 1,384,480 △ 125,424 △ 397,896

△ 1,384,480 △ 125,424

△ 596,891

△ 787,589 △ 125,424

△ 1,213,489 △ 125,424

△ 1,586,778 △ 1,053,754 △ 2,640,532

△ 1,586,778 △ 1,053,754 △ 2,640,532

△ 274,786 △ 274,786

収益事業等会計
法人会計

内部取引等
消去

合計

　　　　　管理費

　　　　　　役員等報酬

科　　　　　目

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　修繕費

　　　　　　賃借料

　　　　　　手数料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　給料手当

　　　　　　退職給付費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　会議費

　　　　　　賞与引当金繰入額

　　　　　　臨時雇賃金

　　　　　　消耗什器備品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　交際費

　　　　　　燃料費

　　　　　　保険料

　　　一般正味財産への振替額

　当期指定正味財産増減額

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

経常費用計

　評価損益等調整前当期経常増減額

　評価損益等計

　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　　退職給付引当金戻入益

　　　　　特別損失

　　　　　　特別損失

　他会計振替前当期一般正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

　法人税、住民税及び事業税

　税引前当期一般正味財産増減額

　　基本財産運用益

　　　基本財産受取利息

　　特定資産運用益

　　　特定資産受取利息

　　一般正味財産への振替額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

経常外費用計

　当期経常外増減額

　他会計振替額

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　２．経常外増減の部

  （１） 経常外収益

経常外収益計

  （２） 経常外費用
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Ⅴ 財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

１．継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

２．重要な会計方針

有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有の有価証券

総平均法による取得原価法によっている。ただし、債券金額より高い価額又は低い価額で取得し

ている場合で当該差額が金利の調整と認められるものは、償却原価法（定額法）によっている。

固定資産の減価償却の方法

海音寺潮五郎著作権及び什器備品は、定額法によっている。

リース取引の処理方法

全てのリース取引がオペレーティングリース取引であるため、賃貸借取引に係る会計処理によって

いる。また、リース契約１件当たりのリース料総額が 万円以下で、事業内容に照らして重要性が

乏しいリース取引であるため、未経過リース料の注記は行っていない。

引当金の計上基準

賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生して

いると認められる額を基に計上している。

なお、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、当該債務から中小企業退職金

共済給付額を除いた金額を基に退職給付引当金を計上している。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更

該当なし
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４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金

投資有価証券

小 計

特定資産

退職給付引当資産

財政調整積立資産

海音寺潮五郎記念資産

海音寺潮五郎著作権

小 計

合 計

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円） 

科 目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応する額）

基本財産

定期預金 ―

投資有価証券 ―

小 計 ―

特定資産

退職給付引当資産 ― ―

財政調整積立資産 ―

海音寺潮五郎記念資産 ―

海音寺潮五郎著作権 ―

小 計

合 計

 
６．担保に供している資産

該当なし

７．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

該当なし
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８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円） 

科 目 債権金額
貸倒引当金の

債権の当期末残高
当期末残高

未収金

合 計

９．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし

．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円） 

科 目 帳簿価額 時価 評価損益

２０年国債（基本財産） △

３０年国債（特定資産－海音寺潮五郎記念資産）

合 計 △

（注）時価は取扱証券会社から提供された時価情報で算定している。

．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

補助金

自主文化事業に係る補助金 鹿児島市 ―

合 計

．基金及び代替基金の増減額及びその残高

該当なし
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．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円） 

内 容 金 額

経常収益の振替額

基本財産受取利息計上による振替額

特定資産受取利息計上による振替額

特定資産当期分減価償却費計上による振替額

合 計

．関連当事者との取引の内容

該当なし

．重要な後発事象

該当なし

．その他

退職給付関係

① 採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。なお、退職一時金の支給に当たっては、

一部が中小企業退職金共済制度から給付される。

② 退職給付債務及びその内訳

（単位：円） 

ⅰ退職給付債務 △

ⅱ中小企業退職金共済給付額

ⅲ退職給付引当金（ⅰ＋ⅱ） △

③ 退職給付費用に関する事項

（単位：円） 

ⅰ勤務費用

ⅱ当期中小企業退職金共済給付増加額 △

ⅲ退職給付引当金戻入益

ⅳ退職給付の支払額

ⅴ退職給付費用（ⅰ＋ⅱ＋ⅲ＋ⅳ）

※退職給付費用内訳 事業費 円 管理費 円

④ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を基礎として

計算している。
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Ⅵ 附 属 明 細 書

１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。

２．引当金の明細

（単位：円） 

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

賞与引当金

退職給付引当金
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場所・物量等 使用目的等

（流動資産）

現金預金 手元保管 物品販売等売上金

各施設 釣銭両替用現金

普通預金

　鹿児島銀行本店（決済用） 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　南日本銀行本店 運転資金

　南日本銀行与次郎ヶ浜支店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　鹿児島信用金庫谷山支店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

　鹿児島銀行本店 運転資金

〈現金預金　計〉

未収金 ＦＶジャパン（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

ネオス（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

コカ・コーラボトラーズジャパン（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

ワールドサンフーズ（株） 飲料自動販売機に係る未収入金

（株）Misumiﾌﾞｯｸｽﾐｽﾐ 書籍等委託販売に係る未収入金

高城書房 書籍等委託販売に係る未収入金

（株）南方新社 書籍等委託販売に係る未収入金

（株）南日本新聞開発センター 書籍等委託販売に係る未収入金

作家「黒田三郎」遺族 書籍等委託販売に係る未収入金

三角みづ紀 書籍等委託販売に係る未収入金

教材のたまり 科学関連商品委託販売に係る未収入金

（株）トウェンティ・ワン ミュージアムショップ委託販売に係る未収入金

（公財）日本文藝家協会 著作権料に係る未収入金

（株）文藝春秋 著作権料に係る未収入金

（株）イーブックイニシアティブジャパン 著作権料に係る未収入金

（株）山形屋 自主文化事業チケット販売に係る未収入金

（公財）鹿児島市中小企業 自主文化事業チケット販売に係る未収入金

　勤労者福祉サービスセンター

鹿児島市職員厚生会 自主文化事業チケット販売に係る未収入金

（株）十字屋 自主文化事業チケット販売に係る未収入金

（株）コープサービス 自主文化事業チケット販売に係る未収入金

（株）リクルートペイメント キャッシュレス決済サービスによる売上額

(株）DGフィナンシャルテクノロジー キャッシュレス決済サービスによる売上額

消費税 欠損発生事業の確定申告還付税額であり、

他事業の納付税額と相殺するもの

〈未収金　計〉

前払金 損害保険ジャパン(株) 受託者賠償責任保険料支払いに係る前払金

〈前払金　計〉

立替金 職員に係るもの 雇用保険料被保険者負担分

（株）森山（清）組 ホール改修施工業者負担分の電気料金

〈立替金　計〉

Ⅶ　財　産　目　録

令和６年３月３１日現在

貸借対照表科目

（単位：円）

金額

－　76　－

－ 76 －



場所・物量等 使用目的等

仮払金 職員に係るもの 雇用保険料事業主負担分

（株）リクルート キャッシュレス決済サービスによる

決済手数料の過払い額

〈仮払金　計〉

　流動資産合計

（固定資産）

　基本財産

定期預金 鹿児島銀行本店 法人保有の基本財産のうち、債券の額面

と帳簿価格との差額の定期預金預入額で

あり、運用益を管理費の財源として使用

している。

投資有価証券 第１８０回利付国債（２０年） 法人保有の基本財産であり、満期保有目

的で保有し、運用益を管理費の財源とし

て使用している。

〈基本財産　計〉

　特定資産

退職給付引当資産 普通預金 職員の退職金支払いの財源として積み立

　鹿児島銀行本店 てている。

財政調整積立資産 定期預金 法人保有財産であり、公益目的事業を含

　九州労働金庫鹿児島支店 むすべての事業の安全な財政運営を計る

　鹿児島信用金庫本店 ために積み立てている資産である。

海音寺潮五郎記念資産 第１０回利付国債（３０年） 海音寺潮五郎を顕彰し文学の振興を図る

事業費への充当を指定して寄付を受けた

資産である。公益目的保有財産であり、

満期保有目的で保有し、運用益を当該事

業の財源として使用している。

定期預金 海音寺潮五郎記念資産のうち、債券の額

　鹿児島銀行本店 面と帳簿価格との差額の定期預金預入額

である。公益目的保有財産であり、運用

益を、海音寺潮五郎を顕彰し文学を振興

する事業の財源として使用している。

普通預金 海音寺潮五郎記念資産のうち、海音寺

　鹿児島銀行本店 潮五郎を顕彰する事業から生じた剰余金

を編入したものの普通預金預入額である。

公益目的保有財産であり、海音寺潮五郎

を顕彰し文学を振興する事業に用いる。

海音寺潮五郎著作権 著作権 海音寺潮五郎を顕彰し文学の振興を図る

　取得価額 事業費への充当を指定して寄付を受けた

　減価償却累計額 著作権である。公益目的保有財産であり、

使用料収入を当該事業の財源として使用

している。

〈特定資産　計〉

　固定資産合計

　　資産合計

△ 47,922,209

金額貸借対照表科目

－　77　－

－ 77 －



場所・物量等 使用目的等

（流動負債）

未払金 ＮＴＴ西日本電信電話（株） 電話及び公衆電話通話料等の未払い

ＫＤＤＩ（株） 電話通話料の未払い

日本郵便（株） 後納郵便利用料金の未払い

山形屋商事（株） 郵券購入費の未払い

ヤマト運輸（株） 荷物運搬費の未払い

（株）しんぷく 消耗品購入費の未払い

（株）まきの商店 消耗品購入費の未払い

南国コミュニケーションズ（株） 消耗品購入費の未払い

（有）クリエイティブ九州 消耗品購入費の未払い

（有）ひろみつ文具 消耗品購入費の未払い

（株）馬場電機 消耗品購入費の未払い

（有）宇治野紙商店 消耗品購入費の未払い

（株）ヤマダデンキ 消耗品購入費の未払い

（株）Misumiﾌﾞｯｸｽﾐｽﾐ外商課 書籍購入費の未払い

（有）弘文社 新聞購読料の未払い

南日本新聞販売（株）鴨池営業所 新聞購読料の未払い

（有）南日本新聞下荒田販売所 新聞購読料の未払い

南日本新聞販売（株） 新聞購読料の未払い

谷山中央営業所

（有）南日本新聞南谷山販売所 新聞購読料の未払い

（有）ソーサ・コーポレーション 新聞購読料の未払い

（株）アジア印刷 チラシ印刷代の未払い

（有）クリア チラシ等印刷代の未払い

濱島印刷（株） ホール申請書様式印刷代の未払い

南日本出版（株） 館広報印刷代の未払い

（株）イースト朝日 催物案内印刷代の未払い

（株）イドム チラシ封入封緘業務委託料の未払い

（有）浜田ロック ホール設備修繕費の未払い

（有）吉野通信 ホール設備修繕費の未払い

（株）ハダ工芸社 看板等製作費の未払い

（株）ニシムラ 横幕製作費の未払い

小松ウォール工業（株） ホール設備修繕費の未払い

相光石油（株） 公用車ガソリン代の未払い

南国殖産（株） 公用車ガソリン代の未払い

（株）Misumi 公用車ガソリン代の未払い

増田石油（株） 公用車ガソリン代の未払い

（株）南和産業 清掃業務委託料等の未払い

（株）美創産業 清掃業務委託料の未払い

（株）中央ビルサービス 清掃業務委託料の未払い

（株）全日警 機械警備業務委託料の未払い

（株）ゼンケイ 機械警備業務委託料の未払い

（株）サンプラスワン 警備業務委託料の未払い

（株）敬愛企画セキュリティサポート 駐車場管理業務委託料の未払い

大成ビルサービス（株） 設備管理業務委託料の未払い

金額貸借対照表科目

－　78　－
－ 78 －



場所・物量等 使用目的等

未払金 （株）ビルメン鹿児島 設備管理業務委託料等の未払い

（株）芙蓉商事 設備管理業務委託料等の未払い

（株）ＭＢＣサンステージ 舞台管理業務委託料等の未払い

（株）五藤光学研究所 プラネタリウム設備保守点検業務委託料等の未払い

（株）丹青社 展示設備保守等業務委託料等の未払い

（株）ノムラメディアス 展示物等保守点検業務委託料等の未払い

（株）フジヤマ 空調設備等保守点検業務委託料の未払い　

（株）九州日立 空調設備保守点検業務委託料の未払い

三菱電機ビルソリューションズ（株） 昇降機保守点検業務委託料の未払い

オリエント産業（株） 自動ドア保守点検業務委託料の未払い

富士通Japan（株） 構内電話設備等保守業務委託料の未払い

（有）谷通 構内電話設備等保守業務委託料の未払い

（株）デジタル・アンド・ ドームシネマ広報展示物制作業務委託料の未払い

　デザイン・ピクチャーズ

（株）さらい ドームシネマ番組上映料等の未払い

（株）南日本情報処理センター パソコン賃貸借料等の未払い

鹿児島リース（株） パソコン賃借料の未払い

（株）鹿児島銀行 かぎんFB-webサービス使用料の未払い

　 鹿児島信用金庫 インターネットバンキング使用料の未払い

（株）松田ピアノ友社 ピアノ修繕業務委託料

（株）十字屋 ピアノ調律及び保守業務委託料等の未払い

（株）川崎植木 植木鉢賃貸借料の未払い

（有）永光造園 植栽管理業務委託料の未払い

（有）キャロットスペース パソコン等保守業務委託料等の未払い

（株）フォーエバー ホームページ更新業務委託料の未払い

パステムソリューションズ（株） 無線LAN整備業務委託料等の未払い

（一財）九州電気保安協会 自家用電気工作物保守業務委託料の未払い

鹿児島支部

九州電力（株） 電気料金の未払い

鹿児島市水道局 水道料金の未払い

（株）Misumiミスミガス南鹿児島店 ガス料金の未払い

（株）トヨタレンタリース鹿児島 公用車賃貸借料の未払い

オリエンタルスタジオ 合唱隊記念撮影業務委託料の未払い

（株）サニクリーン九州鹿児島北営業所 玄関マット等賃借料の未払い

（株）日本リース 玄関マット等賃借料の未払い

（有）渕上事務器 複写機賃貸借料等の未払い

（有）ビジネスホテル武岡荘 合唱隊演奏会会議費の未払い

（株）サニタリー 一般廃棄物収集運搬業務委託料の未払い

日本図書輸送（株） 企画展借用資料運搬業務委託料の未払い

（株）南和クリエイト 産業廃棄物収集運搬業務委託料の未払い

日本通運（株） 産業廃棄物収集運搬業務委託料の未払い

（有）タク・セツ 施設修繕費等の未払い

（株）門電 電照広告掲出料の未払い

（株）みるぼーど 鹿児島中央駅ビルモニター広告放映費の未払い

ケーケービーオペレーション（株） 自主文化事業TVCM放映料の未払い

金額貸借対照表科目

－　79　－
－ 79 －



場所・物量等 使用目的等

未払金 フラワーハウス花ノ苑 消耗品購入費の未払い

株式会社山形屋 合唱隊員用制服費の未払い

（一社）日本音楽著作権協会 音楽著作物使用料の未払い

九州支部

(公財)日本文藝家協会 著作権物使用料に係る手数料の未払い

（株）南日本新聞開発センター 書籍委託販売手数料の未払い

南国交通観光(株） 鑑賞会に係るバス借上・航送料等の未払い

四季（株） 舞台設営等補助業務委託料の未払い

（株）ヒッツコーポレーション 指揮法講座業務委託料の未払い

（株）スーパーキッズ 自主文化事業公演委託料の未払い

子育て支援サービス　マミーズ 託児サービス業務委託料の未払い

国立研究開発法人宇宙研究開発機構 講演会講師謝金・旅費の未払い

（株）ＢＡＧＮ 企画展設営業務委託委託料の未払い

ＡＩＧ損害保険（株) ホール行事参加者保険料精算金の未払い

損害保険ジャパン（株） 子ども教室等参加者保険料精算金の未払い

弁護士法人坂元黒沢法律事務所 ハラスメント相談窓口委託料の未払い

評議員 出席報酬の未払い

「金の鈴」読み聞かせ会実施団体 交通費の未払い

近代文学館・メルヘン館ボランティア 交通費の未払い

合唱隊定期演奏会出演者 出演謝金・旅費の未払い

合唱隊定期演奏会出演者 出演謝金の未払い

合唱隊定期演奏会出演者 客演指揮者出演謝金の未払い

合唱隊定期演奏会司会者 司会謝金の未払い

合唱隊定期演奏会プログラム寄稿者 寄稿料の未払い

合唱隊定期演奏会プログラム寄稿者 寄稿料の未払い

科学館サイエンスボランティア ボランティア活動費の未払い

科学館サイエンストーク出演者 出演謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊員 卒隊による月謝返金額の未払い

ふるさと考古歴史館イベント用 デザイン制作業務委託料の未払い

キャラクターデザイン制作者

鹿児島市立少年合唱隊指導者 指導謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊指導者 指導謝金の未払い

鹿児島市立少年合唱隊伴奏者 指導謝金の未払い

竹添デザイン室 デザイン使用料の未払い

デザイン制作業務委託料の未払い

（株）リクルート キャッシュレス決済手数料の未払い

鹿児島市母子寡婦福祉会　 友の会クーポン利用料補填額の未払い

鹿児島市職員厚生会 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（株）山形屋 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（公財）鹿児島市中小企業 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

　勤労者福祉サービスセンター 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

（株）コープサービス 自主文化事業チケット販売手数料の未払い

鹿児島市 光熱水料費精算額等の未払い

鹿児島北年金事務所 社会保険料事業主負担分の未払い

臨時職員に係るもの 臨時職員賃金の未払い

金額貸借対照表科目

－　80　－
－ 80 －



場所・物量等 使用目的等 金額

未払金 職員に係るもの 職員手当の未払い

職員に係るもの 退職手当の未払い

消費税 確定申告納付税額の未払い

〈未払金　計〉

預り金 プレイガイド 委託販売チケットの売上金

郷土の図書売上金 委託販売図書の売上金

グッズ販売売上金 委託販売商品の売上金

健康保険料 健康保険料被保険者負担分

介護保険料 介護保険料被保険者負担分

厚生年金保険料 厚生年金保険料被保険者負担分

雇用保険料 雇用保険料被保険者負担分

所得税 職員等からの源泉徴収税額

よかセンター会費 育児休業職員からの福利厚生目的制度

会費徴収額

〈預り金　計〉

仮受金 市民文化ホールプレイガイド キャッシュレス決済サービスによる売上額

過入金分の返還額

〈仮受金　計〉

賞与引当金 職員に係るもの 職員に対する賞与の支給に備えたもの

〈賞与引当金　計〉

未払法人税等 市県民税 確定申告納付税額の未払い

〈未払法人税等　計〉

　流動負債合計

（固定負債）

退職給付引当金 職員に係るもの 職員に対する退職金の支給に備えたもの

〈退職給付引当金　計〉

　固定負債合計

　　負債合計

　　正味財産

貸借対照表科目

－　81　－
－ 81 －
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